
５．新時代に対応した高等学校改革の推進  
 

  令和 5 年度予算額（案）   865 百万円 

(前年度予算額        876 百万円） 
  

 
１．要  旨 

少子化の進行や高校生の多様化、デジタルトランスフォーメーション（DX）
等の進展の加速度が高まる社会を見据え、探究・STEAM 教育や特色ある文理融
合的な学びの実現、今後の社会に望まれるデジタル人材の育成、最先端の職業
人材育成のさらなる推進を図るため、新時代に対応した高等学校教育改革に向
けた取組を支援する。 

 
２．内  容 

（１）新時代に対応した高等学校改革推進事業  

             252 百万円（206 百万円） 
  令和３年１月の中央教育審議会答申において提言された普通教育を主と

する学科の弾力化（普通科改革）や教科等横断的な学習の推進による資質・
能力の育成を推進し、探究・STEAM 教育や特色・魅力ある文理融合的な学び、
今後の社会に望まれるデジタル人材育成等を実現するため、令和４年度から
設置が可能となった新しい普通科の設置を予定している学校の取組を推進
するとともに、遠隔・オンライン教育等を活用した新たな教育方法を用いた
カリキュラム開発等のモデル事業を実施する。加えて、新学科における学び
や教科等横断的な学びを実現するためには、地域、大学、国際機関等との連
携協力、調整が必要であり、その役割を担う「コーディネーター」について、
その育成や活用を支援するための全国プラットフォームを構築する。 

 

 

（２）マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材育成刷新事業）  

             253 百万円（250 百万円） 
  デジタルトランスフォーメーション（DX）、六次産業化等、産業構造・仕

事内容は急速かつ絶えず革新しており、さらに新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を契機として、こうした革新の流れは一層急激になっていくことが
予見される。このため、成長産業化を図る産業界と専門高校が一体となり、
地域産業の持続的な成長を牽引する最先端の職業人材育成をさらに推進し、
専門高校の職業人材育成の抜本的改革を図る。 

 
 

（３）WWL(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアム構築支援事業  

             206 百万円（232 百万円） 
  Society5.0 をリードし、SDGs の達成を牽引するイノベーティブなグロー

バル人材育成のリーディング・プロジェクトとして、国内外の大学等との連
携により文理横断的な知を結集し、社会課題の解決に向けた探究的な学びを
通じた高校教育改革や大学の学びの先取り履修等を通じた高大接続改革を
推進する。 
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（４）高等学校における教育の質確保・多様性への対応に関する調査研究  

             77 百万円（56 百万円） 
  高等学校においては、多様な背景を持つ生徒が在籍し、多様な学習ニーズ

に応じた ICT を効果的に活用した学び等、新時代の学びの充実が求められて
いることから、調査や実証研究により、高等学校における教育の質の確保及
び多様性への対応の充実を図る。 

 

 

（５）地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業 

（CORE ハイスクール・ネットワーク構想） 

             78 百万円（78 百万円） 
中山間地域や離島等に立地する通学可能な唯一の高等学校においても質

の高い教育を実施するため、複数の高等学校の教育課程の共通化や ICT 機器
を最大限に活用した遠隔授業の実施などにより、大学進学から就職までの生
徒の進路希望に応じた多様な教科・科目の開設や習熟度別指導を実現すると
ともに、持続可能な地方創生の核としての高等学校の機能強化を図る。 

 

32



新
時
代
に
対
応
した
⾼
等
学
校
改
⾰
推
進
事
業

国
公
私
⽴
の
⾼
等
学
校

対
象

校
種

①
35
校
（
継
続
校
分
を
含
む
）
5,
60
0千

円
／
１
校

②
８
校
（
継
続
校
分
を
含
む
）
6,
00
0千

円
／
１
校

③
１
団
体

20
,0
00
千
円
／
１
団
体

箇
所
数

単
価

補
助
率

①
②
学
校
設
置
者

③
⺠
間
団
体
等

委
託
先

①
新
学
科
の
設
置
に
必
要
な
経
費

②
新
た
な
教
育
⽅
法
を
⽤
い
た
学
び
に
必
要
な
経
費

③
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
の
構
築
や
成
果
検
証
に
必
要
な
経
費

委
託

対
象
経
費

令
和
３
年
１
⽉
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
提
⾔
され
た
普
通
教
育
を
主
とす
る
学
科
の
弾
⼒
化
（
普
通
科
改
⾰
）
や
教
科
等
横
断
的
な

学
習
の
推
進
に
よ
る
資
質
・能
⼒
の
育
成
を
推
進
し、
探
究
・S
TE
AM
教
育
、特

⾊
・魅
⼒
あ
る
⽂
理
融
合
的
な
学
び
、今

後
の
社
会
に
望
ま
れ
る
デ
ジ

タル
⼈
材
育
成
等
を
実
現
す
る
た
め
、令

和
４
年
度
か
ら設

置
が
可
能
とな
った
新
しい
普
通
科
の
設
置
を
予
定
して
い
る
学
校
の
取
組
を
推
進
す
る
とと
も

に
、遠

隔
・オ
ンラ
イン
教
育
等
を
活
⽤
した
新
た
な
教
育
⽅
法
を
⽤
い
た
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
等
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。加

え
て
、新

学
科
に
お
け
る
学

び
や
教
科
等
横
断
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、地

域
、⼤

学
、国

際
機
関
等
との
連
携
協
⼒
、調

整
が
必
要
で
あ
り、
その
役
割
を
担
う「
コー
デ
ィ

ネ
ー
ター
」に
つ
い
て
、そ
の
育
成
や
活
⽤
を
⽀
援
す
る
た
め
の
全
国
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
を
構
築
す
る
。

①
普
通
科
改
⾰
⽀
援
事
業

②
創
造
的
教
育
⽅
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

令
和
４
年
度
よ
り設

置
が
可
能
とな
った
新
し

い
普
通
科
を
設
置
す
る
予
定
の
⾼
等
学
校
等

に
対
し、
関
係
機
関
等
との
連
携
協
⼒
体
制
の

整
備
や
、コ
ー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
な
どの
⽀

援
を
⾏
い
、新

学
科
設
置
の
取
組
を
推
進
す
る

こと
で
、探

究
・S
TE
AM
教
育
や
特
⾊
・魅
⼒

あ
る
⽂
理
融
合
的
な
学
び
を
実
現
す
る
。

教
科
等
横
断
的
な
学
び
の
実
現
に
よ
る
資
質
・能
⼒
の

育
成
、デ
ジ
タル
⼈
材
育
成
を
⽬
指
し、
遠
隔
・オ
ン
ライ

ン
教
育
（
質
の
⾼
い
通
信
教
育
を
含
む
。）

を
活
⽤
し

た
新
た
な
⽅
法
に
よ
る
学
び
を
実
現
す
る
。(
1)
So
ci
et
y

5.
0の
実
現
に
向
け
た
最
先
端
の
技
術
を
活
⽤
した
学
び
、

(2
)⾃
らの
興
味
関
⼼
に
応
じた
探
究
的
な
学
び
に
着
⽬

し、
同
⼀
設
置
者
の
学
校
間
の
み
で
な
く、
他
地
域
に
お

け
る
⼤
学
や
研
究
機
関
、国

際
機
関
等
の
関
係
機
関
か

らの
同
時
双
⽅
向
型
の
授
業
を
取
り⼊

れ
た
カリ
キ
ュラ
ム

開
発
を
⾏
い
、新

しい
時
代
の
学
び
を
創
造
す
る
。

普
通
科

学
際
領
域
に
関
す
る
学
科

地
域
社
会
に
関
す
る
学
科

その
他

（
デ
ジ
タル
⼈
材
育
成
を
⽬

指
す
学
科
等
）

普 通 科

③
⾼
校
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー

全
国
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
構
築
事
業

（
PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
構
築
）

事
業
内
容

⾼
校
と地

域
、関

係
団
体
等
とを
つ
な
ぐコ
ー
デ
ィネ
ー
ター

の
全
国
的
な
プ
ラ
ット
フ
ォー

ム
を
構
築
す
る
。
プ
ラ
ット

フォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、コ
ー
デ
ィネ
ー
ター
⼈
材
や
コー
デ
ィ

ネ
ー
ター
を
受
け
⼊
れ
る
学
校
に
対
す
る
研
修
を
⾏
うと
と

も
に
、コ
ー
デ
ィネ
ー
ター
間
の
情
報
共
有
を
促
す
場
を
創

出
す
る
こと
で
、コ
ー
デ
ィネ
ー
ター
が
持
続
的
効
果
的
に
活

躍
で
き
る
よ
うに
す
る
とと
も
に
、成

果
指
標
の
検
証
に
よ
る

⾼
等
学
校
改
⾰
の
PD
CA
サ
イク
ル
の
構
築
を
図
る
。

令
和
5年

度
予
算
額
（
案
）

3億
円

（
前
年
度
予
算
額

2億
円
）
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1

マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
次
世
代
地
域
産
業
⼈
材
育
成
刷
新
事
業
）

■
第
４
次
産
業
⾰
命
の
進
展
、デ
ジ
タル
トラ
ンス
フォ
ー
メー
シ
ョン
（
Ｄ
Ｘ
）
、六

次
産
業
化
等
、産

業
構
造
・仕
事
の
内
容
は
急
速
か
つ
絶
え
ず
⾰
新
。

■
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
⼤
の
中
、D
X,
Io
Tの
進
展
の
加
速
度
が
さら
に
⾼
ま
り、
⾰
新
の
流
れ
は
⼀
層
急
激
に
。

■
こう
した
中
、地

域
産
業
の
⼈
材
育
成
の
核
とな
る
専
⾨
⾼
校
の
社
会
的
要
請
とし
て
、産

業
構
造
・仕
事
の
内
容
の
絶
え
間
な
い
変
化
に
即
応
した
職
業
⼈
材
育
成
が
求
め
られ
る
。

産
業
界
等
と⼀

体
とな
った
専
⾨
⾼
校
改
⾰
を
推
進
す
る
とと
も
に
、地
域
産
業
の
持
続
的
な
成
⻑
を
牽
引
す
る
最
先
端
の
職
業
⼈
材
を
育
成


「マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」を
指
定
し、
産
業
界
他
関
係
者
⼀
体
とな
った
カリ
キ
ュラ
ム
刷
新
・

実
践
（
コー
ス
、学

科
改
編
等
）


マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
企
業
等
か
ら採

⽤
し学

校
の
管
理
職
とし
て
マ
ネ
ジ
メン
ト


企
業
等
の
技
術
者
・研
究
者
等
を
教
員
とし
て
採
⽤


企
業
等
で
の
授
業
・実
習
を
多
数
実
施
、企

業
等
の
施
設
・設
備
の
共
同
利
⽤


専
攻
科
設
置
や
⾼
専
化
、⼤

学
連
携
等
の
⼀
貫
教
育
課
程
導
⼊
等
の
抜
本
的
な
改
⾰
等

●
研
究
開
発
校
（
マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
指
定

令
和
5年

度
予
算
額
（
案
）

3億
円

（
前
年
度
予
算
額

3億
円
）

背
景
・課
題

事
業
内
容

●
デ
ジ
タ
ル
⽥
園
都
市
国
家
構
想
基
本
⽅
針
（
令
和
４
年
６
⽉
７
⽇
閣
議
決
定
）
よ
り抜

粋
（
中
略
）
専
⾨
⾼
校
（
農
業
⾼
校
、⼯

業
⾼
校
、商

業
⾼
校
等
）
に
お
い
て
、地

⽅
公
共
団
体
や
産
業
界
等
と連

携
・協
働
した
実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進
す
る
こと
で
、地

域
経
済
の
活
性
化
を
担
う

⼈
材
養
成
に
果
た
す
役
割
を
強
化
す
る
。

●
マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
PD
CA
サ
イ
ク
ル
構
築


「マ
イス
ター
・ハ
イス
クー
ル
」に
お
け
る
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
等
の
取
組
に
つ
い

て
、第

３
者
機
関
が
指
導
助
⾔
や
成
果
の
検
証
、P
D
CA
サ
イ
ク
ル
構
築
、

事
業
指
定
終
了
後
の
⾃
⾛
に
向
け
た
⽀
援
を⾏

う

相
談

様
々
な
分
野
の
専
⾨
家

教
育
界
・産
業
界
双
⽅
の
経
験
・

知
⾒
を
持
つ
橋
渡
し役

課
題
に
応
じ
て

相
談

助
⾔

●
専
⾨
学
科
デ
ジ
タ
ル
コン
テ
ン
ツ
の
充
実

●
専
⾨
⾼
校
の
取
組
発
信
に
よ
る
魅
⼒
向
上

⺠
間
事
業
者

伴
⾛
者

ア
ドバ
イ
ザ
ー

マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ

産
業
界
・地
⽅
⾃
治
体
・学
校
設
置
者
（
管
理
機
関
）

専
⾨
⾼
校

産
業
実
務
家
教
員

産
業
界

事
業
指
定
終
了
後
の
⾃
⾛
に
向
け
た
⽀
援

【件
数
︓
１
箇
所
】

【委
託
先
︓
⺠
間
事
業
者
】

助
⾔

情
報
提
供

成
果
検
証
等

【件
数
︓
17
箇
所
(継
続
15
箇
所
含
む
)】

【委
託
先
︓
学
校
設
置
者
、地

⽅
公
共
団
体
、⺠

間
事
業
者
等
】
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令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）
2億

円
（
前
年
度
予
算
額

2億
円
）

国
公
私
⽴
の
⾼
等
学
校
及
び
中
⾼
⼀
貫
教
育
校

○
カ
リキ
ュラ
ム
開
発
︓
１
３
拠
点
（
継
続
１
１
＋
新
規
２
）

新
規
校
８
４
０
万
円
程
度
／
拠
点
・年
、原

則
３
年

○
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
︓
７
拠
点
（
継
続
５
＋
新
規
２
）

新
規
校

６
６
０
万
円
程
度
／
拠
点
・年
、原

則
３
年

箇
所
数

単
価

期
間

管
理
機
関
（
都
道
府
県
・市
町
村
教
育
委
員
会
、

国
公
⽴
⼤
学
法
⼈
、学

校
法
⼈
）

等
委
託
先

○
カ
リキ
ュラ
ム
開
発
に
必
要
な
経
費

（
海
外
研
修
旅
費
、謝

⾦
、借

損
料
、国

際
会
議
経
費
等
）

○
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
必
要
な
経
費

（
連
携
交
渉
旅
費
、謝

⾦
、ウ
ェブ
サ
イト
構
築
経
費
、委

員
会
経
費
等
）

委
託

対
象
経
費

W
W
L（
ワ
ー
ル
ド・
ワ
イ
ド・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
⽀
援
事
業

So
ci
et
y5
.0
を
リー
ドす
る
⼈
材
育
成
に
向
け
た
リー
デ
ィン
グ
・プ
ロ
ジ
ェク
ト

事
業
概
要

So
ci
et
y5
.0
を
リー
ドし
、
SD
G
sの
達
成
を
牽
引
す
る
イ
ノベ
ー
テ
ィブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
⼈
材
育
成
の
リー
デ
ィン

グ
・プ
ロ
ジ
ェク
トと
して
、国
内
外
の
⼤
学
等
との
連
携
に
よ
り⽂

理
横
断
的
な
知
を
結
集
し、
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
た
探
究
的
な
学
び
を
通
じた
⾼
校
教
育
改
⾰
や
⼤
学
の
学
び
の
先
取
り履

修
等
を
通
じた
⾼
⼤
接
続
改
⾰

を
推
進
す
る
。


⾼
等
学
校
等
と国

内
外
の
⼤
学
、企

業
、国

際
機
関
等
とが
協
働
し、
⾼

校
⽣
が
主
体
とな
り、
海
外
を
フィ
ー
ル
ドに
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
た
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
カリ
キ
ュラ
ム
を
開
発
。


これ
ま
で
訪
問
で
き
な
か
った
国
の
⾼
校
⽣
や
⼤
学
⽣
等
との
オ
ン
ラ
イ
ン
海

外
フィ
ー
ル
ドワ
ー
ク
な
ど､
世
界
規
模
で
⽣
じた
豊
か
な
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

を
駆
使
した
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
。


⼤
学
等
と連

携
した
⼤
学
教
育
の
先
取
り履

修
（
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
）
に

よ
り、
⾼
度
か
つ
多
様
な
科
⽬
等
の
学
習
プ
ログ
ラム
／
コー
ス
を
開
発
。


学
習
を
希
望
す
る
⾼
校
⽣
へ
⾼
度
な
学
び
を
提
供
す
る
た
め
、拠

点
校
間

及
び
関
係
機
関
との
連
携
の
上
、個
別
最
適
な
学
習
環
境
を
構
築
。


イノ
ベ
ー
テ
ィブ
な
グ
ロー
バ
ル
⼈
材
育
成
に
関
⼼
の
あ
る
⾼
校
が
グ
ロー
バ
ル

な
課
題
探
究
成
果
を
共
有
す
る
た
め
の
ミニ
フォ
ー
ラ
ム
の
開
催
。

⾼
校
や
国
の
枠
を
超
え
て
、⾼
校
⽣
に
⾼
度
な
学
び
を
提
供
す
る
AL
（
ア
ドバ
ン
ス
ト

・ラ
ー
ニ
ン
グ
）
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
形
成
した
拠
点
校
を
全
国
に
５
０
校
程
度
配
置
し、

Ｗ
Ｗ
L（
ワ
ー
ル
ド・
ワ
イ
ド・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
へ
とつ
な
げ
る
。

AL
（
ア
ドバ
ンス
ト・
ラー
ニ
ング
）

ネ
ット
ワ
ー
ク
イメ
ー
ジ
図

海
外
フィ
ー
ル
ドワ
ー
クや
国
際
会
議
の

開
催
等
に
よ
り、
プ
ロジ
ェク
トが
効
果

的
に
機
能
す
る
よ
う国

内
外
の
連
携
機

関
との
ネ
ット
ワ
ー
クを
形
成

⾼
等
学
校
と連

携
機
関
を
つ

な
ぎ
、カ
リキ
ュラ
ム
を
研
究
開

発
す
る
⼈
材
（
カリ
キ
ュラ
ム
・

ア
ドバ
イザ
ー
）
等
の
配
置

管
理
機
関

A⾼
校

連
携
校

A海
外

連
携
校

B海
外

連
携
校

C⾼
校

連
携
校

B⾼
校

連
携
校

国
内

⼤
学

海
外

⼤
学 国
際

機
関

NG
O

等

企
業

AL
ネ
ット
ワ
ー
ク

W
W
Lコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

管
理

機
関

高
等

学
校

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
拠
点
校

対
象

校
種
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令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）
0.
8億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
6億

円
）

国
公
私
⽴
の
⾼
等
学
校
等

対
象

校
種

①
１
箇
所

年
間
約
1,
00
0万

円
/箇
所

②
８
箇
所

年
間
約
38
0万

円
/箇
所

③
2箇

所
年
間
約
82
0万

円
・2
,1
00
万
円

箇
所
数

単
価
等

①
・③
⺠
間
企
業
等

②
国
公
私
⽴
の
⾼
等
学
校
等

委
託
先

①
各
種
調
査
に
必
要
な
経
費

②
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
等
に
必
要
な
経
費

③
点
検
調
査
や
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
構
築
等
に
必
要
な
経
費

委
託

対
象
経
費

⾼
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
確
保
・多
様
性
へ
の
対
応
に
関
す
る

調
査
研
究

①
多
様
な
⽣
徒
が
学
ぶ
⾼
等
学
校

の
状
況
等
に
係
る
調
査

②
多
様
性
に
応
じた
新
時
代
の

学
び
の
充
実
⽀
援
事
業

義
務
教
育
段
階
の

学
習
内
容
の
学
び
直
し

ソ
ー
シ
ャル
ス
キ
ル
トレ
ー
ニン
グ

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
習

⽇
本
語
指
導

⽇
本
⽂
化
理
解
キ
ャリ
ア
デ
ザ
イン

③
広
域
通
信
制
⾼
校
の
質
保
証

通
学
型
⾼
校
で
の
多
様
な
背
景
を
抱
え
る
⽣

徒
の
受
⼊
等
に
関
す
る
課
題
や
⼯
夫
に
関
す

る
調
査
や
、
「⾼
校
⽣
の
た
め
の
学
び
の
基
礎

診
断
」等
を
活
⽤
した
⾼
等
学
校
教
育
に
お

け
る
PD
CA
サ
イク
ル
を
確
⽴
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し、
多
様
な
学
び
の
在
り⽅

や
質
の

確
保
に
つ
い
て
の
研
究
を
⾏
う。

多
様
な
⾼
等
学
校
制
度
を
⽣
か
し
、多

様
な

⽣
徒
に
応
じ
て
卒
業
後
の
進
路
を
⾒
据
え
た

学
習
プ
ログ
ラム
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
とと
も
に
、

多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じI
CT
を
効
果
的
に

活
⽤
し
た
指
導
・評
価
⽅
法
等
の
実
証
研
究

（
通
信
制
⾼
校
に
お
け
る
個
別
最
適
な
学
び

と協
働
的
な
学
び
の
⼀
体
的
な
充
実
を
通
じた

主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け

た
も
の
を
含
む
）
を
⾏
う。

所
轄
庁
に
よ
る
広
域
通
信
制
⾼
校
へ
の
指
導
監

督
の
実
態
を
分
析
す
る
とと
も
に
、主

体
的
な
点

検
調
査
の
在
り⽅

に
つ
い
て
、調

査
研
究
を
⾏
う。

ま
た
、都

道
府
県
の
区
域
を
越
え
て
活
動
す
る
サ

テ
ライ
ト施

設
を
含
む
広
域
通
信
制
⾼
校
へ
の

所
轄
庁
に
よ
る
適
切
な
指
導
監
督
を
促
進
す
る
た

め
、情

報
共
有
を
⾏
うホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
ア

ドバ
イ
ザ
ー
の
派
遣
⽀
援
等
、サ
テ
ライ
ト施

設
を

含
む
広
域
通
信
制
⾼
校
の
質
担
保
の
た
め
の
都

道
府
県
間
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
を
構
築
・運
営
す
る
。

A県
B県

本
校

サ
テ
ライ
ト施

設

⾼
等
学
校
に
お
い
て
は
、多

様
な
背
景
を
持
つ
⽣
徒
が
在
籍
し、
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じた
、I
CT
を
効
果
的
に
活
⽤
した
学
び
等
、新

時
代
の
学

び
の
充
実
が
求
め
られ
て
い
る
こと
か
ら、
調
査
や
実
証
研
究
に
よ
り、
⾼
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
の
確
保
及
び
多
様
性
へ
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

充
実
した
添
削
指
導
・

⾯
接
指
導
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対
象

校
種

国
公

私
⽴

の
⾼

等
学

校
・中

等
教

育
学

校

13
箇

所
（

Ｒ
３

指
定

）
48

0万
円

程
度

/箇
所

（
原

則
３

年
）

箇
所
数

単
価
（
期
間
）

学
校

設
置

者

遠
隔
授
業
の
開
発
・
実
施
に
必
要
な
経
費

（
⼈
件
費
、
委
員
旅
費
、
謝
⾦
等
）

委
託

対
象
経
費

CO
RE
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・ネ
ット
ワ
ー
ク
構
想

○
中
⼭
間
地
域
や
離
島
等
に
⽴
地
す
る
⼩
規
模
⾼
等
学
校

に
お

い
て

は
、地

域
唯

⼀
の

⾼
等

学
校

とし
て

、⼤
学

進
学

か
ら就

職
ま

で
の
多
様
な
進
路

希
望
に
応
じた
教
育
・⽀
援
を
⾏
うこ
とが
必
要

で
あ

る
が

、教
職

員
数

が
限

定
的

で
あ

り、
⽣

徒
の

ニー
ズ

に
応

じた
多
様
な
科
⽬
開
設
や
習
熟
度
別
指

導
が
困
難

。
→
複
数
の
⾼
等
学
校
の
教
育
課
程
の
共
通
化

や
IC
T機
器
の
最
⼤
限
の
活
⽤

に
よ

り、
中

⼭
間

地
域

や
離

島
等

の
⾼

等
学

校
に

お
い

て
も
⽣
徒
の

多
様
な
進
路
実
現
に
向
け
た
教
育
・⽀
援

を
可

能
とす

る
⾼

等
学

校
教

育
を

実
現

し、
持
続
的
な
地
⽅
創
⽣
の
核
とし
て
の
機
能
強
化

を
図

る
。

背
景 ・ 課
題

※
中

・⼤
規

模
校

（
教

育
セ

ン
タ

ー
）

か
ら複

数
の

⾼
等

学
校

に
対

す
る

「集
中

配
信

⽅
式

」の
実

施
も

推
奨

⽣
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じた
質
の
⾼
い
教
育
実
現
す
る
⾼
等
学
校
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
を
構
築

中
・⼤

規
模

校
（

教
育

セ
ンタ

ー
）

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

事
業
内
容
︓
中
⼭
間
地
域
や
離
島
等
に
⽴
地
す
る
⼩
規
模
⾼
等
学
校
の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

地
域

社
会

に
根

ざ
した

⾼
等

学
校

の
学

校
間

連
携

・協
働

ネ
ット

ワ
ー

クの
構

築
︓
CO

lla
bo

ra
tiv

e
RE

gi
on

al
Hi

gh
-s

ch
oo

l N
et

w
or

k

【事
業
の
検
証
の
た
め
の
調
査
研
究
】

全
国

展
開

に
向

け
て

、各
ネ

ット
ワ

ー
クに

お
け

る
成

果
・課

題
を

抽
出

・
分

析
す

る
実

証
研

究
を

実
施

委
託

先

②
地
元
⾃
治
体
等
の
関
係
機
関
と連

携
・協
働
す
る
体
制
の
構
築

⇒
学

校
外

の
教

育
資

源
を

活
⽤

した
教

育
の

⾼
度

化
・多

様
化

⇒
地

域
を

深
く理

解
しコ

ミュ
ニテ

ィを
⽀

え
る

⼈
材

の
育

成

①
同
時
双
⽅
向
型
の
遠
隔
授
業
な
どI
CT
も
活
⽤
した
連
携
・協
働

⇒
⾃

校
で

は
受

け
る

こと
の

で
き

な
い

授
業

の
受

講
を

可
能

化
⇒

免
許

外
教

科
担

任
制

度
の

利
⽤

解
消

◆
⽂

部
科

学
省

が
実

施
教

科
や

形
態

に
応

じた
複

数
の

研
究

テ
ー

マ
を

設
定

し実
施

令
和

５
年

度
予

算
額

（
案

）
0.

8億
円

（
前

年
度

予
算

額
0.

8億
円

）
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 ６．幼児期及び幼保小接続期の教育の質的向上 

 
令和 5 年度予算額（案）    2,288 百万円 

(前年度予算額         2,451 百万円） 

[令和 4 年度第 2 次補正予算額 3,528 百万円] 

 
１．要  旨 

幼児期及び幼保小接続期の教育の質的向上に向けて、「幼保小の架け橋プロ
グラム」の実施、質を支える体制整備の支援により、全ての子供に対して格差
なく質の高い学びを保障する「幼児教育スタートプラン」を実現する。 

 
 
２．内  容 
（１）「幼保小の架け橋プログラム」の実施 

◆幼保小の架け橋プログラム事業          284 百万円（181 百万円） 
                         〔委託事業者：都道府県、市町村等〕 

幼保小の接続期の教育の質的向上に向け、全ての子供たちの多様性にも配慮し

た上で学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」について、全国的

な取組の充実と併せて、実施モデル地域において具体的に開発し実践を行い、そ

の成果の検証等を実施する調査研究を行う。また、幼児教育の研究拠点の充実強

化に資するよう、大学等の研究機関による幼児教育の質保障に係る調査研究を実

施する。 

 

 

◆幼児教育施設の機能を生かした幼児の学び強化事業 

35 百万円（49 百万円） 
                         〔委託事業者：都道府県、市町村、大学、幼稚園関係団体等〕 

幼児教育の更なる質的向上を目指し、幼児教育の重要性等の認識共有等を通じ

た家庭等との連携強化に関する調査研究や、障害のある幼児や外国人幼児などに

対する支援の在り方等の幼児教育に関する様々な課題についての調査研究を実施

する。 

 

 

◆幼児教育の理解・発展推進事業                       29 百万円（29 百万円） 
幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針に

基づく活動を着実に実施するため、都道府県において幼児教育に関する専門的な

研究協議等を行い、その成果を中央協議会において発表・共有する。また、具体

的な教育課程の編成や指導の在り方等に関する指導資料等を作成する。 

 

 

◆大学等を通じたキャリア形成支援による幼児教育の「職」の魅力向上・発信事業 

123 百万円（128 百万円） 
                         〔委託事業者：大学等〕 

質の高い幼児教育・保育の実践の根幹となる優れた人材の確保・定着に向けて、

養成校入学前段階からの幼児教育現場の魅力発信、個人のキャリア形成支援や離

職者等の復職支援等を効果的に実現していく。 
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◆幼児教育のデータの蓄積・活用に向けた調査研究   37 百万円（57 百万円） 

                         〔委託事業者：研究機関等〕 

「幼児教育スタートプラン」の実効性を高めるため、幼児教育の好事例等を収

集・蓄積して活用するとともに、小学校や家庭とも共有する。 

 

 

◆OECD ECEC Network 事業の参加                   12 百万円（11 百万円） 
OECD において計画されている「OECD 国際幼児教育・保育従事者調査」及び「デ

ジタル世界における幼児教育・保育」に参加し、質の高い幼児教育の提供に向け

た施策展開のための重要な基礎情報を得る。 

※ECEC : Early Childhood Education and Care 

 

 

 

（２）幼児教育の質の向上を支える自治体への支援 
◆幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業〔補助率１／２〕 

298 百万円（269 百万円） 
                                   〔補助事業者：都道府県、市町村〕 

公私立幼稚園・保育所・認定こども園に対して一体的に地域全体の幼児教育の

質の向上を図るため、幼児教育センターの設置やアドバイザーの配置、外部専門

職や自治体の保健、福祉部局との連携等により、地域の課題に的確に対応する自

治体の幼児教育推進体制の充実・活用への支援を強化する。 

 
 
 
（３）幼児教育の質を支える教育環境の整備 

◆教育支援体制整備事業費交付金〔補助率１／２等〕  

992 百万円（1,250 百万円） 

［1,872 百万円］ 

〔補助事業者：都道府県〕 
認定こども園の設置を支援するとともに、幼児を健やかに育むために必要な環

境整備を推進する。 
 

 

（参考）令和４年度第２次補正予算 

 ・幼稚園の感染症対策の支援               ［1,063 百万円］ 

新型コロナウイルスの感染者や濃厚接触者が発生した場合に、感染症対策の徹

底を図りながら保育を継続するために必要となる経費、保健衛生用品（消耗品・

備品）の購入費に対して支援する。 

 

 

・幼稚園の ICT 環境整備支援                ［809 百万円］ 

事務処理等の園務の効率化をはじめ、オンラインによる教員研修や保育参観、

保育動画の配信やアプリを利用した家庭との連絡など、必要な ICT 環境整備を支

援する。 
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◆私立幼稚園施設整備費補助〔補助率１／３（Is 値 0.3 未満の耐震補強は１／２）〕 

477 百万円（490 百万円） 

［1,656 百万円］ 

                                   〔補助事業者：私立幼稚園の設置者〕 
緊急の課題となっている耐震化のための園舎、外壁や天井等の非構造部材の耐

震対策等に要する経費とともに、預かり保育への対応や感染症予防の観点からの

衛生環境の改善、防犯対策、バリアフリー化等に要する経費の一部を補助する。 

 

（参考） 

地震による倒壊等の危険性が高い施設の耐震補強・改築、非構造部材の耐震対

策、屋外教育環境整備、預かり保育への対応や感染症予防の観点からの衛生環境

の改善等については、令和４年度第２次補正予算で措置 

 

 

※認定こども園施設整備交付金については、こども家庭庁に移管する。 
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IC
T環
境
整
備
や
感
染
症
対
策
、施
設
の
耐
震
化
等
、幼
児
教
育
の
質
を
支
え
る
教
育
環
境
整
備
を
支
援

■
教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
費
交
付
金

10
億
円
（

13
億
円
）
［
令
和

4年
度
第
２
次
補
正
予
算
額

19
億
円
］

■
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
金

5億
円
（

5億
円
）
［
令
和

4年
度
第
２
次
補
正
予
算
額

17
億
円
］

※
認
定
こど
も
園
施
設
整
備
交
付
金
、私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
金
の
うち
幼
稚
園
型
認
定
こど
も
園
に
対
す
る
支
援
は
こど
も
家
庭
庁
に
移
管

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

23
億
円

（
前
年
度
予
算
額

25
億
円
）

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
て
、「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
」の
実
施
、質

を
支
え
る
体
制
整
備
の

支
援
に
よ
り、
全
て
の
子
供
に
対
し
て
格
差
な
く質
の
高
い
学
び
を
保
障
す
る
「幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ン
」を
実
現
す
る
。

１
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実
施

５
.2
億
円
（

4.
5億

円
）

幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
、全

て
の
子
供
た
ち
の
多
様
性
に
も
配
慮
した
上
で
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
「幼
保

小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
開
発
・実
践
とそ
の
成
果
の
検
証
等
を
実
施
す
る
調
査
研
究
や
、幼

児
教
育

の
研
究
拠
点
の
充
実
強
化
に
資
す
る
よ
う、
研
究
機
関
に
よ
る
幼
児
教
育
の
質
保
障
に
係
る
調
査
研
究
を
実
施

■
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

2.
8億

円
（

1.
8億

円
）

■
幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を
生
か
し
た
幼
児
の
学
び
強
化
事
業

0.
4億

円
（

0.
5億

円
）

■
幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業

0.
3億

円
（

0.
3億

円
）

■
大
学
等
を
通
じ
た
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
に
よ
る
幼
児
教
育
の
「職
」の
魅
力
向
上
・発
信
事
業

1.
2億

円
（

1.
3億

円
）

■
幼
児
教
育
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
・活
用
に
向
け
た
調
査
研
究

0.
4億

円
（

0.
6億

円
）

等

３
幼
児
教
育
の
質
を
支
え
る
教
育
環
境
の
整
備

１
5億

円
（

17
億
円
）

２
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
支
え
る
自
治
体
へ
の
支
援

３
.0
億
円
（

2.
7億

円
）

地
域
全
体
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
、外

部
専
門
職
や
自
治
体

の
保
健
、福
祉
部
局
との
連
携
等
に
よ
り、
地
域
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
自
治
体
の
幼
児
教
育
推
進
体
制
の
活
用
支
援
を
強
化

■
幼
児
教
育
推
進
体
制
を
活
用
し
た
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
向
上
強
化
事
業

3.
0億

円
（

2.
7億

円
）

0

令
和

4年
度
第

2次
補
正
予
算
額

35
億
円

0
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幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

1

委
託
先

①
都
道
府
県
・市
町
村

70
0万

円
【継
続
の
み
】

（
※
）
に
つ
い
て
は
、研

究
機
関
等

1,
70

0万
円
（

1団
体
）

②
6,

70
0万

円
（

1団
体
）

箇
所
数

単
価
、
期
間

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
、委

員
旅
費
、謝

金
等
）

委
託

対
象
経
費

幼
保
小
の
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
、全

て
の
子
供
た
ち
の
多
様
性
に
も
配
慮
した
上
で
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、全

国
的
な
取
組
の
充
実
と併

せ
て
、実

施
モデ
ル
地
域
に
お
い
て
具
体
的
に
開
発
し実

践
を行

い
、そ
の
成
果
の
検
証
等
を
実
施
す
る
調
査

研
究
を
行
う。
ま
た
、幼

児
教
育
の
研
究
拠
点
の
充
実
強
化
に
資
す
る
よ
う、
研
究
機
関
に
よ
る
幼
児
教
育
の
質
保
障
に
係
る
調
査
研
究
を実

施

①
モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
検
証
等
を
通
じ
た
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
開
発
・改
善

「幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」を
手
掛
か
りに
、一

人
一
人
の
多
様
性
に
配

慮
した
上
で
全
て
の
幼
児
に
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
『 幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
』の

開
発
・実
践
を
進
め
る
。

モ
デ
ル
地
域
の
成
果
検
証

※
研
究
機
関
に
よ
る
客
観
的
な
成
果
検
証

実
態
調
査
等

①
都
道
府
県
、市

町
村

②
大
学
、研

究
機
関
等

モ
デ
ル
地
域

・中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
「幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
架
け
橋
特
別
委
員
会
」

に
お
け
る
議
論
の
成
果
を
踏
ま
え
、接

続
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発
及
び
取
組
の
評
価

・接
続
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
の
実
施
に
必
要
な
教
材
や
研
修
等
を
開
発
・実
施

・園
や
小
学
校
に
お
け
る
カリ
キ
ュラ
ム
、指

導
計
画
や
保
育
の
計
画
の
作
成
・実
施

接
続
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
等
に
関
す
る
改
善
事
項
を
整
理
し、
全
国
展
開
に
向
け
た
提
言
を
行
う

※
重
点
的
に
取
り組

む
幼
保
小
を
指
定

②
幼
児
教
育
の
質
保
障

に
関
す
る
調
査
研
究

教
育
の
質
に
関
す
る
デ
ー
タに
基

づ
き
、幼

児
教
育
の
質
の
保
障
を
図

る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、大
学
等

の
研
究
機
関
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
強

化
し
、次

の
よ
うな
調
査
研
究
を
一

体
的
に
行
う。

・幼
児
期
の
環
境
や
体
験
、学

び
が
、

その
後
の
非
認
知
能
力
や
認
知
能
力

等
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
大
規
模

実
態
調
査

・海
外
で
の
研
究
動
向
も
踏
ま
え
た
質

保
障
の
在
り方

に
関
す
る
調
査
研
究

（
※
）
成
果
普
及
の
在
り方

に
関
す
る
調
査
研
究
を
併
せ
て
行
う。

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

2.
8億

円
（
前
年
度
予
算
額

1.
8億

円
）

背
景
・課
題

事
業
内
容

カ リ キ ュ ラ ム

接 続 期 の

に 関 す る デ ー タ

幼 児 教 育 の 質
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幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を
生
か
し
た
幼
児
の
学
び
強
化
事
業

2

幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園

対
象
校
種

子
育
て
の
支
援
や
家
庭
等
との
連
携
強
化

２
団
体
、8

90
万
円

/箇
所
、１

年
教
育
課
題

６
箇
所
、2

40
万
円

/箇
所
、１

年

箇
所
数

単
価

期
間

研
究
機
関
、大

学
、都

道
府
県
、市

町
村
、幼

児
教
育
関
係
団
体

等
委
託
先

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
、委

員
旅
費
、謝

金
等
）

委
託

対
象
経
費

幼
児
期
の
教
育
は
、生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う重

要
な
も
の
で
あ
る
。幼

児
教
育
施
設
の
有
す
る
機
能
を家

庭
や
地
域
に
提
供
す
る
こと
に
よ

り、
未
就
園
児
も
含
め
、幼

児
期
に
ふ
さわ
しい
学
び
を
深
め
て
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。そ
して
、幼

児
教
育
施
設
入
園
後
に
は
、幼

児
教
育
が
今
直
面
して
い

る
課
題
に
関
す
る
指
導
方
法
等
の
充
実
を
図
る
こと
に
より
、幼

児
が
園
で
の
活
動
を通

して
学
び
を深

め
て
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

教
育
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究

子
育
て
の
支
援
や
家
庭
等
との
連
携
強
化
に
関
す
る
調
査
研
究

都
市
化
、
核
家
族
化
、
少
子
化
、
情
報
化
な
ど
の
社
会
状
況
が
変
化
す
る
中
で
、
例
え
ば
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
幼
児
が
育
つ
場
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
未
就
園
児
も
含
め
、
幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を
家
庭
や
地
域
に
提
供
し
、
幼
児
の
学
び
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
指
導
を
行
う
幼
児
教
育
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
家
庭
や
地
域
と
認
識
を
共
有
し
、

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
要
請
に
応
え
、
子
育
て
の
支
援
や
家
庭
等
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
調
査
研
究
を
行
う
。

（
研
究
の
視
点
の
例
）

・
幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を生

か
した
子
育
て
の
支
援
の
在
り方

・家
庭
や
地
域
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
質
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

・子
育
て
の
支
援
とし
て
の
３
歳
未
満
児
の
預
か
り保

育
に
関
す
る
実
態
調
査

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
や
今
後
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
等
に
向
け
た
資
料
・
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
、
幼
児
教
育
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

（
研
究
の
視
点
の
例
）

・
障
害
の
あ
る
幼
児
や
外
国
人
幼
児
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方

・I
C

T機
器
を活

用
した
幼
児
教
育
の
実
践

・幼
児
教
育
関
係
者
を対

象
とし
た
研
修
の
在
り方

等

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

0.
4億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
5億

円
）
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3

幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業

対
象

校
種

４
７
箇
所

５
０
万
円

/箇
所

１
年

箇
所
数

単
価

期
間

支
出
先

都
道
府
県
協
議
会
に
必
要
な
経
費

（
諸
謝
金
、委

員
等
旅
費
、教

職
員
研
修
費
）

対
象
経
費

幼
稚
園
教
育
要
領
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
、保

育
所
保
育
指
針
の
整
合
性
が
図
られ
て
お
り、
これ
らの
正
しい
理
解
の
下
、幼
児

教
育
施
設
が
一
体
とな
って
、幼
児
に
対
して
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
こと
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

幼
児
教
育
施
設
を
取
り巻

く現
状
を踏

まえ
、研

究
協
議
会
の
開
催
や
指
導
資
料
等
の
作
成
を行

い
、先
進
的
な
実
践
や
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
理
解
を
深
め
る
。

幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業

各
都
道
府
県
に
お
い
て
、設

置
者
（
国
公
私
）
や
施
設
類

型
（
幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園
）
を
問
わ
ず
、自

治
体
の
幼
児
教
育
担
当
者
や
幼
稚
園
教
諭
、保

育
士
、保

育
教

諭
等
を
対
象
とし
て
、幼

保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラム
な
ど、
幼

児
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
協
議
等
を
行
う都

道
府
県

協
議
会
を
開
催
す
る
。

ま
た
、都

道
府
県
協
議
会
に
お
け
る
成
果
を
中
央
協
議
会
に

お
い
て
発
表
・共
有
す
る
こと
で
、さ
らな
る
幼
児
教
育
の
振
興
・

充
実
を
図
る
。

中
央
協
議
会
（
文
部
科
学
省
）

（
都
道
府
県
協
議
会
の
成
果
の
発
表
、先

進
事
例
の
発
表
等
）

都
道
府
県
協
議
会
（
教
育
委
員
会
）

１
．
幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園
を
対
象
とし
た
幼
稚
園
教
育
要
領
等
に
関
す
る
こと

２
．
幼
保
小
の
架
け
橋
プロ
グ
ラム
に
関
す
る
こと

協
議
主
題
の
提
示
、

中
央
協
議
会
へ
の
参
加
依
頼

等
協
議
の
成
果
報
告
、

中
央
協
議
会
へ
の
参
加

等

幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園

幼
児
教
育
実
施
の
た
め
の
指
導
資
料
の
作
成

幼
稚
園
教
育
要
領
等
に
基
づ
く活
動
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
教
育
課
程
の
編
成
や
指
導
の
在
り方

等
に
関
す
る
指

導
資
料
等
を
作
成
す
る
。

都
道
府
県

※
幼
児
教
育
実
施
の
た
め
の
指
導
資
料
の
作
成
は
本
省
執
行

国
公
私
立
幼
稚
園
、保

育
所
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
、小

学
校
の
教
職
員
の
参
加

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

0.
3億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
3億

円
）

背
景
・課
題

事
業
内
容
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4

大
学
等
を
通
じ
た
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
に
よ
る

幼
児
教
育
の
「職
」の
魅
力
向
上
・発
信
事
業

○
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
の
根
幹
を
成
す
幼
稚
園
教
諭
等
の
人

材
に
つ
い
て
は
、養

成
校
生
の
多
くが
他
業
種
へ
就
職
す
る
、平

均
勤
続
年
数
が
少
な
い
、離

職
者
の
再
就
職
が
少
な
い
な
ど、
人
材
の
需
要
の
高
止
ま
りに
供
給
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

○
この
た
め
、よ
り多

くの
人
材
が
幼
児
教
育
の
道
を
志
し、
継
続
的
に
働
き
続
け
られ

る
職
場
環

境
の
中
で
体
系
的
に
資
質
能
力
を向

上
させ
て
い
け
る
よう
、ま
た
、幼

稚
園
教
諭
免
許
保
有
者

が
円
滑
に
復
職
で
き
る
よう
、総

合
的
な
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
の
取
組
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

背
景
・課
題

地
域
の
幼
児
教
育
を
担
う人

材
を
輩
出
す
る
大
学
等
が
拠
点
とな
り、
養
成
校
入
学
前
か
ら
の
幼
児
教

育
の
現
場
の
魅
力
発
信
、学

生
・卒
業
生
の
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
や
、離

職
者
が
現
場
に
復
帰
す
る
た
め

の
支
援
等
を行

う。
また
、各

地
域
の
事
例
を総

合
的
に
分
析
し、
人
材
確
保
・定
着
に
係
る
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
とし
て
必
要
な
条
件
等
を明

らか
に
す
る
こと
で
、幼
児
教
育
の
「職
」の
魅
力
の
向
上
、ひ
い
て

は
人
材
確
保
の
好
循
環
を生

み
出
す
モデ
ル
の
全
国
的
な
普
及
展
開
を目

指
す
。

事
業
内
容

・現
場
・O

B/
O

Gと
の
交
流

・就
職
活
動
に
関
す
る
普
及
啓
発

養
成
校
生

・研
修
等
に
係
る
調
査
研
究

・免
許
法
認
定
講
習
の
開
設

・現
場
に
復
帰
す
る
た
め
の
支
援

現
職
教
諭
・離
職
者
等

・幼
児
教
育
の
現
場
の
魅
力
発
信

・職
業
イメ
ー
ジ
の
形
成

中
高
生

「職
」の
魅
力
向
上
と人

材
確
保
の
好
循
環
を
実
現

事
業

規
模

委
託
先

法
人
団
体
、大

学
等
（
自
治
体
等
含
む
）

大
学
等

1,
00

0万
円

９
団
体
（
１
団
体
が
８
大
学
等
の
事
業
を
総
括
す
る
こと
を
想
定
）

20
0万

円
16
団
体
（
免
許
法
認
定
講
習
の
開
設
等
）

中
高
生

幼
児
教
育
の
現
場
の
魅
力
発
信
及
び
職
業
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

•
幼
児
教
育
の
現
場
体
験
、座

談
会
等
を通

した
職
業
イメ
ー
ジ
の
形
成

•
アカ
デ
ミッ
クな
知
見
を活

用
した
講
演
等
を通

した
幼
児
教
育
の
重
要
性
及
び
魅
力
の
発
信

•
ロー
ル
モデ
ル
を見

つ
け
、な
りた
い
保
育
者
像
を形

成
す
る
た
め
の
現
場
・O

B/
O

Gと
の
交
流

•
ミス
マッ
チ
等
を防

ぐた
め
の
適
切
な
職
業
紹
介
事
業
の
活
用
方
法
等
に
係
る
普
及
啓
発

•
体
系
的
な
現
職
研
修
の
機
会
の
確
保
や
教
育
に
集
中
で
きる
環
境
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究

•
大
学
・教
育
委
員
会
に
よる
免
許
法
認
定
講
習
の
開
設
等

•
幼
児
教
育
の
現
場
を離

れ
た
人
が
円
滑
に
復
帰
す
る
た
め
の
研
修
の
機
会
の
提
供

養
成
校
生

保
育
者
とし
て
の
キ
ャリ
ア
観
の
形
成
支
援
及
び
就
職
に
関
す
る
不
安
感
の
解
消

現
職
教
諭
・離
職
者
等

現
職
教
諭
の
キ
ャリ
ア
形
成
及
び
復
職
に
向
け
た
支
援

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

1.
2億

円
（
前
年
度
予
算
額

1.
3億

円
）

有
効
求
人
倍
率
の
推
移
（
年
平
均
）

R
2年

度
幼
稚
園
教
諭

免
許
取
得
学
生
の
就
職
先

幼
稚
園
等

29
%

そ
れ
以
外

※
就
職
人
数
／
免
許
取
得
件
数

H
29

R
3

全
職
種

1.
35

1.
03

幼
稚
園
教
諭

1.
66

2.
42

保
育
士

2.
47

2.
50

R
1年

度
幼
稚
園
教
諭

離
職
者
の
年
齢

30
歳

未
満

61
%

他
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幼
児
教
育
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
・活
用
に
向
け
た
調
査
研
究

5

対
象
校
種

事
例
（
デ
ー
タ）

収
集

3,
00

0万
円
、１

箇
所
、１

年
デ
ー
タ公

表
の
在
り方

30
0万

、1
箇
所
、1
年

箇
所
数

期
間

研
究
機
関

等
委
託
先

幼
児
の
多
様
性
に
配
慮
し、
幼
児
の
学
び
や
発
達
を
促
す
よう
な
保
育
の
充
実
を
図
る
とと
も
に
、幼
児
教
育
の
成
果
が
小
学
校
教
育
に
つ
な
が
る
仕
組
み

の
構
築
が
求
め
られ
て
い
る
。こ
の
た
め
、幼

児
教
育
施
設
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
好
事
例
（
デ
ー
タ
）
等
を
収
集
・蓄
積
し
て
活
用
す
る
とと
も
に
、小
学
校

や
家
庭
とも
共
有
す
る
。

幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園

・
遊
び
を
通
し
て
学
ん
で
い
る
こ
と

・
保
育
者
の
関
わ
り
な
ど
の
事
例

蓄
積
・
整
理
分
類

家
庭

幼
児
教
育
施
設

小
学
校

保
育
に

活
用

子
育
て
の

ヒ
ン
ト

幼
児
の

育
ち
の
共
有

幼
児
教

育
施
設

家
庭

福
祉

機
関
等

地
域
の

幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー

国
に
よ
る

検
証

大
学

施
設
類
型
や
地
域
、
家
庭
の
環
境
を
問

わ
ず
、
全
て
の
子
供
に
対
し
て
格
差
な

く
質
の
高
い
学
び
の
保
障
へ
の
寄
与
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
検
証

評 価 ・ 検 証 に よ る 改 善

※
公
表
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

0.
4億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
6億

円
）
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6

O
EC

D
EC

EC
 N

et
w

or
k事
業
へ
の
参
加

○
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
の
提
供
を
基
本
理
念
とす
る
「子
ども
・子
育
て
支
援
新
制
度
」の
開
始
、幼

児
教
育
・保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
加
え
て
、令

和
２
年

9月
の

G2
0教

育
大
臣
会
合
に
お
い
て
質
の
高
い
幼
児
教
育
へ
の
ア
クセ
ス
の
重
要
性
が
宣
言
され
る
な
ど、
国
内
外
で
幼
児
教
育
の
質
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
って
い
る
とこ
ろ
。

○
この
た
め
、O

EC
D
が
実
施
す
る
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査
等
に
参
加
し、
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
整
備
に

貢
献
す
る
とと
も
に
、こ
れ
らの
事
業
へ
の
参
加
に
より
、国

際
比
較
可
能
な
幼
児
教
育
・保
育
施
設
の
活
動
実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
、各

国
の
好
事
例
な

ど、
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
提
供
に
向
け
た
施
策
展
開
の
た
め
の
重
要
な
基
礎
情
報
を
得
る
こと
とす
る
。

背
景
・課
題

次
年
度
実
施
の
下
記
の
事
業
に
参
画
し、
幼
児
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の
施
策
立
案
に
活
か
す
。

事
業
内
容

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

0.
1億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
1億

円
）

「O
EC

D
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査
」

(S
ta

rt
in

g 
St

ro
ng

 T
ea

ch
in

g 
an

d 
Le

ar
ni

ng
 In

te
rn

at
io

na
l S

ur
ve

y（
TA

LI
S

St
ar

tin
g

St
ro

ng
）
）

※
拠
出
金
に
つ
い
て
は
、文

部
科
学
省
、こ
ども
家
庭
庁
で
負
担
。

※
国
内
に
お
け
る
調
査
実
施
の
事
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
負
担
。

○
O

EC
D
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査

※
20

18
年
調
査

勤
務
環
境
や
研
修
な
どの
保
育
者
の
資
質
・能
力
の
向
上
に
関
す
る
状
況
等
を調

査
。

○
幼
児
教
育
の
多
面
的
な
質
に
関
す
る
調
査
研
究

※
20

19
～

20
20
年
調
査

各
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
質
向
上
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
調
査
し、
幼
児
教
育
の
多
面
的
な
質
に
関
す
る
政
策
フレ
ー
ム
ワ
ー
クを
作
成
。

過
去
の
参
加
実
績

勤
務
環
境
や
研
修
な
どの
保
育
者
の
資
質
・能
力
の
向
上
に
関
す
る
状
況
等
に
関
す
る
第
２
期
サ
イ
ク
ル
が

20
21
年
か
ら
開
始
。

第
１
期
調
査

(2
01

8年
)で
は
、日

本
の
保
育
者
の
研
修
等
に
よ
る
専
門
性
向
上
へ
の
意
識
の
高
さ
な
どが
明
らか
に
な
った
一
方
、保

育
者
の
処
遇
や
社
会

的
評
価
、保

育
者
の
不
足
等
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ
り、
調
査
結
果
を
参
考
に
施
策
立
案
に
活
用
。

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノロ
ジ
ー
の
普
及
に
よ
って
も
た
らさ
れ
る
社
会
的
・経
済
的
変
化
に
対
応
して
、幼

児
教
育
・保
育
が
子
供
た
ち
の
学
び
や
発
達
等
を
効
果
的

に
支
援
して
い
くた
め
の
方
策
等
を
調
査
。2

02
1年

か
ら

20
23
年
に
か
け
て
調
査
・公
表
予
定
。

「デ
ジ
タ
ル
世
界
に
お
け
る
幼
児
教
育
・保
育
」（

Ea
rly

 c
hi

ld
ho

od
 e

du
ca

tio
n 

an
d 

ca
re

 in
 a

 d
ig

ita
l w

or
ld
）

47



7

幼
児
教
育
推
進
体
制
を
活
用
し
た

地
域
の
幼
児
教
育
の
質
向
上
強
化
事
業

○
複
数
の
施
設
類
型
が
存
在
し、
私
立
が
多
い
幼
児
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、公

私
・施
設
類
型
問
わ
ず
保
育
者
の
専
門
性
の
向
上
等
の
取
組
を
一
体
的

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、幼

稚
園
教
育
要
領
等
の
着
実
な
実
施
、小

学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
、特

別
な
配
慮
を
必
要
とす
る
幼
児
へ
の
対
応
な
ど

教
育
内
容
面
で
の
質
向
上
を
担
う地

方
公
共
団
体
の
体
制
の
充
実
が
必
要
。

○
ま
た
、幼

児
教
育
施
設
の
教
職
員
が
幼
児
教
育
の
質
向
上
に
しっ
か
り向

き
合
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
地
域
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
課
題
に
対
して
的
確
に

対
応
した
保
健
・福
祉
等
の
専
門
職
をは
じめ
とし
た
人
的
体
制
の
充
実
を
図
る
こと
が
必
要
。

背
景
・課
題

地
域
全
体
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配

置
、外
部
専
門
職
や
自
治
体
の
保
健
、福

祉
部
局
との
連
携
等
に
よ
り、
地
域
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す

る
自
治
体
の
幼
児
教
育
推
進
体
制
の
充
実
・活
用
へ
の
支
援
を
強
化

事
業
内
容

○
○
県

(市
)

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
配
置
・育
成

•幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
幼
保
小
接
続
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
含
む
）
の
配
置
、質
向
上

の
た
め
の
取
組
、新

規
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成

•保
健
、福

祉
等
の
専
門
職
を
含
む
研
修
・巡
回
訪
問
の
充
実
（
継
続
地
域
に
お
け

る
質
向
上
の
た
め
の
研
修
＜
新
規
＞
）
、域
内
の
幼
保
小
接
続
の
推
進
、公
開
保

育
等
の
実
施
支
援
、内

定
者
等
学
生
支
援
、人
材
育
成
方
針
の
更
新
・活
用
等

•都
道
府
県
・市
町
村
の
連
携
を
含
め
た
関
係
者
間
の
情
報
共
有
等
、域
内
全
体

に
お
け
る
幼
児
教
育
の
質
向
上
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
作
り

•地
域
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
の
た
め
の
、 外
部
専
門
職

や
自
治
体
の
保
健
、福

祉
部
局
との
効
果
的
な
連
携

体
制
の

充
実

体
制
の

活
用

域
内
全
体

へ
の
波
及

•幼
児
教
育
推
進
体
制
未
実
施
地
域
の
整
備
促
進
策
に
関
す
る
実
証
研
究
＜
委
託
事
業
＞

都
道
府
県
、市

町
村

補
助
対
象

（
補
助
）
７
～
９
百
万
円
程
度
（
１
／
２
）

×
６
７
団
体

（
委
託
）
１
３
０
万
円
程
度

×
４
団
体

単
価
・
個
所
数

・
補
助
率

（
補
助
）
・幼
児
教
育
アド
バ
イザ
ー
配
置
に
必
要
な
経
費
（
人
件
費
等
）

・専
門
職
との
連
携
に
必
要
な
経
費
（
謝
金
等
）

・研
修
・巡
回
訪
問
等
に
必
要
な
経
費
（
謝
金
、旅

費
等
）

（
委
託
）
・検
討
会
議
運
営
経
費
（
会
議
費
等
）

・先
進
地
視
察
に
係
る
経
費
（
旅
費
）
＜
新
規
＞

・幼
児
教
育
アド
バ
イザ
ー
試
行
配
置
経
費
（
謝
金
等
）

新
規
体
制
整
備
促
進
策

対
象
経
費

△
△
市

保
健
、福

祉
部
局

妊
産
婦
、子

育
て
世
帯
、

子
ども
へ
の
相
談
支
援

連
携

①
幼
児
教
育
セ
ン
ター
の
設
置

②
担
当
部
局
一
元
化
（
Ｐ
Ｔ
等
で
の
対
応
可
）

③
小
学
校
指
導
担
当
課
との
連
携
体
制
確
保

補
助
要
件

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

3.
0億

円
（
前
年
度
予
算
額

2.
7億

円
）

48



8

教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
費
交
付
金

都
道
府
県

認
定
こど
も
園
の
設
置
を
支
援
す
る
とと
も
に
、幼

児
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

1
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
緊
急
環
境
整
備

幼
稚
園
、幼

稚
園
型
認
定
こど
も
園
、

幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園

幼
稚
園
・認
定
こど
も
園
・保
育
所
の
教
職
員
等

幼
稚
園
、幼

稚
園
型
認
定
こど
も
園

対
象

校
種

１ 2 3

国
１

/２
補
助

割
合認
定
こど
も
園
等
の
業
務
体
制
へ
の
支
援

（
1）

認
定
こど
も
園
等
に
移
行
す
る
準
備
に
必
要
な
経
費
を
支
援

（
2）

認
定
こど
も
園
等
の
園
務
の
平
準
化
に
必
要
な
経
費
を
支
援

補
助
対
象

経
費

物
品
等
の
購
入
費
等

研
修
参
加
費
等

事
務
職
員
雇
用
費
等

１ 2 3

背
景
・課
題

事
業
内
容

認
定
こど
も
園
等
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
支
援

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、教

職
員
を
対
象
とし
た
研
修
を
支
援

2

子
供
の
学
び
に
必
要
不
可
欠
な
遊
具
・運
動
用
具
等

の
整
備
費
用

実
施

主
体

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

10
億
円

（
前
年
度
予
算
額

13
億
円
）

令
和

4年
度
第

2次
補
正
予
算
額

19
億
円

※

3

※
幼
稚
園
の
感
染
症
対
策
の
支
援
・I

CT
環
境
整
備
支
援
に
つ
い
て
は
令
和

4年
度
第

2次
補
正
予
算
で
措
置
（
感
染
症
対
策
：

11
億
円
、I

CT
：

8億
円
）
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0

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
金

実
施

主
体

私
立
の
幼
稚
園

対
象

校
種

事
業
者
（
学
校
設
置
者
）

実
施

主
体

国
１

/３
、事

業
者
２

/３
地
震
に
よ
る
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
施
設
の
耐
震
補
強

国
１

/２
、事

業
者
１

/２

補
助

割
合

工
事
費
、実

施
設
計
費
、耐

震
診
断
費
等

補
助
対
象

経
費

緊
急
の
課
題
とな
って
い
る
耐
震
化
の
た
め
の
園
舎
、外

壁
や
天
井
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、防

犯
対
策
、ア
ス
ベ
ス
ト対

策
、付

帯
設
備
の
エ
コ改

修
等

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を補

助
。特

に
、預

か
り保

育
な
どコ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
子
供
を
安
心
し
て
育
て
る
こと
が
で
き
る
環
境
整
備
や
、感

染
症
予
防
の
観
点
か
ら

の
衛
生
環
境
の
改
善
を促

進
す
る
。

１
耐
震
補
強
工
事
（
※
）

・・
・
耐
震
補
強
、非

構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、防

災
機
能
強
化

２
防
犯
対
策
工
事

・・
・
門
・フ
ェン
ス
・防
犯
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
工
事

４
ア
ス
ベ
ス
ト等

対
策
工
事

・・
・
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
トの
除
去
等

５
屋
外
教
育
環
境
整
備
（
※
）

・・
・
ア
ス
レ
チ
ック
遊
具
、屋

外
ス
テ
ー
ジ
、防
音
壁
等
の
整
備

８
バ
リア
フリ
ー
化
工
事

・・
・
ス
ロー
プ
の
設
置
、障

害
者
用
トイ
レ
の
バ
リア
フリ
ー
化
等

３
新
築
・増
築
・改
築
等
事
業
（
※
）
・・
・
新
築
、増

築
、耐

震
改
築
、そ
の
他
危
険
建
物
の
改
築

６
エ
コ改

修
事
業

・・
・
太
陽
光
発
電
の
設
置
、省

エ
ネ
型
設
備
等
の
設
置
・改
修

７
内
部
改
修
工
事
（
※
）

・・
・
預
か
り保

育
、分

散
保
育
、衛

生
環
境
の
改
善
の
た
め
の
園
舎
の
改
修

（
間
仕
切
り設

置
、ト
イレ
の
乾
式
化
、空

き
教
室
の
空
調
整
備
等
）

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

5億
円

（
前
年
度
予
算
額

5億
円
）

令
和

4年
度
第

2次
補
正
予
算
額

17
億
円

※

※
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、耐

震
補
強
・改
築
及
び
増
築
の
一
部
、屋

外
教
育
環
境
整
備
、内

部
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
令
和

4年
度
第

2次
補
正
予
算
で
措
置

（
耐
震
化
を一

層
促
進
す
る
た
め
、３

年
以
内
に
耐
震
化
に
着
手
す
る
こと
を条

件
に
耐
震
診
断
に
係
る
経
費
へ
の
支
援
を含

む
）
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７．教育相談体制等の充実によるいじめ、不登校対策等の推進  

 

                                    令和 5 年度予算額（案）   8,619 百万円 

(前年度予算額        8,063 百万円） 

                                    〔参 考 ： 復 興 特 別 会 計   1,572 百万円〕 

 

  １．要  旨 

本年６月、こども基本法が成立したことを受け、政府全体として「こども

まんなか社会」の実現を目指しているところであり、こどもへの投資は最重

要の柱である。今後設置されるこども家庭庁においては、こどもの権利利益

の擁護等の観点から、地域におけるいじめ相談体制整備の推進や、こどもの

居場所づくりの推進などに取り組むこととしており、こうしたこども家庭庁

の取組と連携しながら、様々な悩みや不安を抱える児童生徒に対する切れ目

ない包括的支援の充実に努める必要がある。 

「経済財政運営と改革の基本方針 2022」等を踏まえ、不登校特例校の設置

促進を図るとともに、重大ないじめや不登校、自殺、虐待、ヤングケアラー

の早期対応等に向けた相談体制の整備を推進する。 

「いじめ防止対策推進法」、「いじめの防止等のための基本的な方針」及

び「第３期教育振興基本計画」を踏まえ、いじめの未然防止、早期発見・早

期対応や教育相談体制の整備及びインターネットやＳＮＳを通じて行われる

いじめへの対応など、地方公共団体等におけるいじめ問題をはじめとする生

徒指導上の諸課題への対応のための支援体制を整備するほか、専門スタッフ

の配置充実を図る。 

平成２８年に成立した「義務教育の段階における普通教育に相当する教育

の機会の確保等に関する法律」等を踏まえ、不登校児童生徒等に対する教育

機会の確保の推進のため、不登校特例校の設置促進を含め、教育委員会・学

校、関係機関の連携等による不登校児童生徒へのきめ細かな支援体制の整備

を推進するとともに、夜間中学の設置促進等を図る。 

 

 ２．内  容 

 ◆ いじめ対策・不登校支援等総合推進事業 8,544 百万円（7,978 百万円） 

 （１）専門家を活用した教育相談体制の整備・関係機関との連携強化等 

8,461 百万円（7,902 百万円） 

  ①スクールカウンセラーの配置充実〔補助率１／３〕 

                                       〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

・スクールカウンセラーの全公立小中学校への配置(27,500 校） 

・いじめ・不登校対策のための重点配置（2,900 校） 

・貧困対策のための重点配置（2,300 校） 

・虐待対策のための重点配置（2,000 校） 

・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 

・自殺予防教育実施の支援 
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・スーパーバイザーの配置（90 人） 

・オンライン活用拠点(67 箇所)(新規) 等 

    

  ②スクールソーシャルワーカーの配置充実〔補助率１／３〕 

                                  〔補助事業者：都道府県、政令指定都市、中核市〕 

・スクールソーシャルワーカーの全中学校区への配置（10,000 中学校区） 

    ・いじめ・不登校対策のための重点配置（3,000 校） 

    ・貧困対策のための重点配置（3,500 校）(ヤングケアラー支援含む) 

・虐待対策のための重点配置（2,500 校） 

・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 

・スーパーバイザーの配置（90 人） 

   ・オンライン活用拠点(67 箇所)(新規)  等 

           

  ③２４時間子供ＳＯＳダイヤル〔補助率１／３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

 いじめ等を含む子供のＳＯＳを受け止めるための通話料無料の電話相談

の実施。 

 

  ④ＳＮＳ等を活用した相談体制の整備に対する支援〔補助率１／３〕 

 〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

    いじめを含め、様々な悩みを抱える児童生徒に対するＳＮＳ等を活用し

た相談体制の整備を図る。 

 

⑤不登校児童生徒に対する支援推進事業〔補助率１／３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市等〕 

不登校特例校の設置促進等や自治体、民間団体等が行う学校以外の図書

館や公民館等の多様な場における不登校児童生徒に対する支援体制の整備

を推進。 

 

⑥幅広い外部専門家を活用していじめ問題等を調整・支援する取組の推進

〔補助率１／３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

  インターネットを通じて行われるいじめ問題等に対応するための学校 

ネットパトロールへの支援。 

 

（２）いじめ対策・不登校支援等推進事業     50 百万円(44 百万円) 

  ①いじめ・不登校等の未然防止に向けた魅力ある学校づくりに関する調査研 

   究 

  ②スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの常勤化に向けた 

調査研究 

③電話等を有機的に活用した相談体制の在り方に関する調査研究 
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（３）不登校特例校の設置促進及び教育活動の充実【再掲】 

  ①不登校特例校の設置準備に関する支援        98 百万円（新規） 

    不登校特例校の設置検討や準備に係る協議会等の設置、地域住民等に対

する広報や不登校特例校設立のためのニーズ調査の実施。 

  ②不登校特例校の教育の充実に関する調査研究委託   14 百万円（新規） 

    不登校児童生徒の実情に応じた教育課程及び教育活動の工夫や学校運営

上の取組、地域との連携等、不登校特例校の教育の充実に関する調査研究。 

 

≪関連施策≫ 

○教職員の配置等 

 いじめ・不登校等の未然防止・早期対応等の強化 

少人数によるきめ細かな指導体制の計画的な整備 

○道徳教育の抜本的改善・充実等 

 

 

◆ 夜間中学の設置促進・充実           75 百万円( 75 百万円) 

      平成 28 年 12 月に成立した教育機会確保法及び第３期教育振興基本計画

等を踏まえ、①夜間中学の新設・運営補助、②既設の夜間中学における教

育活動の充実を図ること等により、夜間中学における就学機会の提供を推

進する。 

 

 

 

  （参考：復興特別会計） 

   ◇緊急スクールカウンセラー等活用事業  1,572 百万円(1,671 百万円) 

被災した児童生徒等の心のケアや、教職員等への助言・援助、学校教

育活動の復興支援、福祉関係機関との連携調整等様々な課題に対応する

ため、スクールカウンセラー等を活用する経費を支援。 
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い
じ
め
対
策
・
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
等
の
推
進

令
和
5
年
度
予
算
額
（
案
）

8
5
億
円

（
前
年
度
予
算
額

8
0
億
円
）

目
標

○
こ
ど
も
家
庭
庁
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
不
登
校
等
の

早
期
把
握
・早

期
対
応
や
教
育
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
、
困
難
を
抱
え
る

児
童
生
徒
に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
な
が
ら
、
学
校
や
地
域
に
お
い
て

福
祉
部
局
等
と
も
連
携
し
た
広
域
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
社
会
総
が
か
り

で
推
進
す
る
。

背
景
・課

題

○
近
年
、
い
じ
め
の
重
大
事
態
や
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
、
児
童
生
徒
の
自
殺
者
数
等

が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
教
育
委
員
会
・学

校
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
児
童
生
徒
の
課
題
が
深
刻
化
。

○
相
談
・支

援
を
受
け
て
お
ら
ず
、
不
登
校
が
長
期
化
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
、

極
め
て
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
。

○
事
案
発
生
後
の
対
応
だ
け
で
な
く、
い
じ
め
等
を
未
然
に
防
止
し
、
全
て
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る

よ
う
、
多
様
な
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
福
祉
部
局
等
と
も
連
携
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
。

①
い
じ
め
・不

登
校
等
の
未
然
防
止
に
向
け
た
魅
力
あ
る
学
校
づ

くり
に
関
す
る
調
査
研
究

ゲ
ー
ム
依
存
等
を
含
む
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
心
身
の
状
況
変
化
の
把
握

に
資
す
る
1
人
1
台
端
末
等
の
活
用
、
福
祉
・
医
療
、
民
間
団
体
等
と

の
連
携
な
ど

文
部
科
学
省

＜
令
和
５
年
度
予
算
額
案
＞

②
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
充
実

・全
中
学
校
区
へ
の
配
置
(1
0
,0
0
0
中
学
校
区
、
週
３
時
間
)

・上
記
に
加
え
た
重
点
配
置
の
拡
充

(6
,9
0
0
校
→
9
,0
0
0
校
、
週
３
時
間
）

・不
登
校
児
童
生
徒
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

広
域
的
な
支
援
体
制
整
備
（
6
7
箇
所
）
【新

規
】

・連
絡
協
議
会
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
推
進

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
推
進

・不
登
校
特
例
校
の
設
置
促
進
【新

規
】

④
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
整
備
推
進

い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
に
関
す
る
調
査
研
究

5
0
百
万
円
(4
4
百
万
円
)
【
委
託
】

専
門
家
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
整
備
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
8
,4
6
1
百
万
円
(7
,9
0
2
百
万
円
)

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化

に
向
け
た
調
査
研
究

③
電
話
等
を
有
機
的
に
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
研
究

こ
ど
も
家
庭
庁 ①
学
校
外
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
・実

証

（
地
域
の
相
談
体
制
整
備
や
い
じ
め
解
決
の
仕
組
み
づ
くり
）

②
い
じ
め
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
任
命
・活

用

（
重
大
事
態
調
査
を
立
ち
上
げ
る
首
長
部
局
へ
の
助
言
等
）

③
普
及
・啓

発

い
じ
め
対
策

・居
場
所
づ
く
り
支
援

・こ
ど
も
を
守
る
た
め
の
情
報
・
デ
ー
タ
連
携

・社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
に
対
す
る
支
援
の
充
実

・ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

等

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
ど
も
へ
の
支
援

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
充
実

・全
公
立
小
中
学
校
へ
の
配
置
(2
7
,5
0
0
校
、
週
４
時
間
)

・上
記
に
加
え
た
重
点
配
置
の
拡
充

（
5
,4
0
0
校
→
7
,2
0
0
校
、
週
４
時
間
）

・不
登
校
児
童
生
徒
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

広
域
的
な
支
援
体
制
整
備
（
6
7
箇
所
）
【新

規
】

・連
絡
協
議
会
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
推
進

・自
殺
予
防
教
育
実
施
の
支
援

連
携
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

令
和
5
年
度
予
算
額

（
案
）

8
2
億
円

（
前
年
度
予
算
額

7
7
億
円
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
活
用
事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業

◆
義
務
教
育
段
階
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
平
成
2
4
年
度
か
ら
8
年
連
続
で
全
体
の
人
数
・児

童
生
徒
千
人
当
た
り
の
人
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
早
期
支
援
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
手
厚
い
支
援
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
。

◆
ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
昨
今
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
急
増
等
を
踏
ま
え
、
学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・早

期
発
見
や
、

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・的

確
な
対
応
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
。

◆
さ
ら
に
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
2
」等

を
踏
ま
え
、
重
大
な
い
じ
め
・自

殺
や
不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
対
応
等
に
向
け
た

相
談
体
制
の
充
実
も
課
題
。

令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）
：
5
,8
8
9
百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
5
,5
8
1
百
万
円
）

令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）
：
2
,3
1
3
百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
2
,1
3
2
百
万
円
）

✓
児
童
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を
有
す
る
者

⇒
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

✓
福
祉
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を
有
す
る
者

⇒
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

✓
補
助
割
合
：
国
１
/３

、
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市
２
/３

✓
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市

✓
補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期

末
手
当
、
交
通
費
等

✓
補
助
割
合
：
国
１
/３

、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
・中

核
市
２
/３

✓
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市
・中

核
市

✓
補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期

末
手
当
、
交
通
費
等

✓
全
公
立
小
中
学
校
に
対
す
る
配
置
（
2
7
,5
0
0
校
）

✓
配
置
時
間
：
週
１
回
概
ね
４
時
間
程
度

基
盤
と
な
る
配
置

✓
全
中
学
校
区
に
対
す
る
配
置
（
1
0
,0
0
0
中
学
校
区
）

✓
配
置
時
間
：
週
１
回
３
時
間

➢
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
2
,9
0
0
校

（
←
2
,0
0
0
校
）

い
じ
め

不
登
校

虐
待

貧
困

➢
虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
2
,0
0
0
校

（
←
1
,5
0
0
校
）

➢
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
9
0
人

➢
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
3
,0
0
0
校

（
←
2
,0
0
0
校
）

➢
虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
2
,5
0
0
校

（
←
2
,0
0
0
校
）

➢
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
9
0
人

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

➢
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所

※
不
登
校
特
例
校
・
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

➢
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所

➢
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
2
,3
0
0
校

（
←
1
,9
0
0
校
）

➢
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
3
,5
0
0
校

（
←
2
,9
0
0
校
）

✓
公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
等

✓
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

補
助
制
度

求
め
ら
れ
る
能
力
・
資
格

基
礎
配
置
に
加
え
、
配
置
時
間
を
週
１
回
３
時
間
加
算

⇒
重
点
配
置
の
活
用
に
よ
り
、
週
２
回
や
週
３
回
の
配
置
も
可
能

児
童
生
徒
10
00
人
当
た
り
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
（
小
中
）

※
単
位
：
人

重 点 配 置 等

質
の
向
上

基
礎
配
置
に
加
え
、
配
置
時
間
を
週
１
回
４
時
間
加
算

⇒
重
点
配
置
の
活
用
に
よ
り
、
週
１
回
８
時
間
（
終
日
）
以
上
の
配
置
も
可
能

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
た
め
の
配
置
を
含
む

1
0
.91
1
.7
1
2
.1
1
2
.6
1
3
.5
1
4
.7

1
6
.9

1
8
.8

2
0
.52
5
.7

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

H
2
4
H
2
5
H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0
R
元

R
2
R
3

上
記
の
ほ
か
、
自
殺
予
防
教
育
実
施
の
支
援
を
含
む

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
拠
点

➢
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
用
の
た
め
の
配
置
：
6
7
箇
所
（
新
規
）

➢
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
支
援
の
た
め
の
配
置
：
6
7
箇
所
（
新
規
）
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業

令
和
5
年
度
予
算
額
（
案
）

5
9
億
円
の
内
数

（
前
年
度
予
算
額

5
6
億
円
の
内
数
）

【イ
メ
ー
ジ
】Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
も

送
信
可
能
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を

正
確
か
つ
容
易
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
委
員
会
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

や
民
間
団
体
等

で
受
信

（
例
）
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
等
、
命
に
関
わ
る
相
談
の
場
合
の
連
絡
の
流
れ

臨
床
心
理
士
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
上
の
子
供
の

気
持
ち
が
わ
か
る

若
者
等
が
対
応

教
育
委
員
会
等

（
福
祉
部
局
と
共
同
・
連
携
）

安
全
を
確
認

学
校

緊
急
の
場
合

警
察
、
児
童
相
談
所
等

と
連
携
し
対
応

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

＜
事
業
概
要
＞

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
整
備
に
対
す
る
支
援
（
補
助
事
業
）

（
事
業
内
容
）

S
N
S
等
を
活
用
し
た
双
方
向
の
文
字
情
報
等
に
よ
る
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
相
談
員
の
専
門
性

を
向
上
さ
せ
る
研
修
の
実
施
等
を
支
援
。
令
和
３
年
度
よ
り
、
支
援
の
対
象
を
全
て
の
都
道
府
県
・指

定
都
市
に
拡
大
。

＜
背
景
＞

○
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
は
、
相
談
に
係
る

多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
、
問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
喫
緊
の
課
題
。

○
ま
た
、
座
間
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
高
校
生
3
人
を
含
む
9
人
の
方
が
殺
害
さ
れ
た
残
忍
な

事
件
を
受
け
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
殺
願
望
を
発
信
す
る
若
者
が
適
切
な
相
談
相
手
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
に
伴
い
、
最
近
の
若
年
層
の
用
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
手
段
に
お
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
の
平
均
利
用
時
間
（
令
和
4
年
度
版
情
報
通
信
白
書
（
総
務
省
）
）

[平
日
1
日
]（

令
和
3
年
度
）

1
0
代
：
携
帯
通
話
8
.4
分
、
固
定
通
話
0
.0
分
、
ネ
ッ
ト
通
話
5
.3
分
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
6
4
.4
分
、
メ
ー
ル
利
用
1
9
.6
分

対
象
校
種

対
象
経
費

実
施
主
体

委
託
先

補
助
割
合

小
学
校
・中

学
校
・高

等
学
校
等

報
酬
、
期
末
手
当
等

都
道
府
県
・
指
定
都
市

国
：
１
／
３

都
道
府
県
・
指
定
都
市
：
２
／
３

56



不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

令
和

5年
度
予
算
額

（
案
）

2.
6億

円
（
前
年
度
予
算
額

1.
9億

円
）

【背
景
】
○
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
９
年
連
続
増
加
（
令
和
３
年
度
の
小
・中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約
２
４
万
５
千
人
）

○
平
成
２
８
年
１
２
月
７
日
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し、
同
法
第
７
条
を踏

まえ
、

平
成
２
９
年
３
月
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」を
策
定

⇒
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確
保
が
重
要

都
道
府
県
、政

令
指
定
都
市

等
実
施
主
体

国
１

/３
都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市

等
２

/３
補
助
割
合

謝
金
、旅

費
、報

酬
、期

末
手
当
、交

通
費
等

補
助
対
象
経
費

■
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
教
育
の
質
の
向
上
を図

る
学
校
支
援
経
費
）

令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）

19
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

私
立
学
校
に
お
け
る
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
や
ス
クー
ル
ソー
シ
ャル
ワー
カー
等
の
活
用
に
よる
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
教
育
機
会
の
確
保
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県

３
．
補
助
率

１
／
２

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
取
り組

む
私
立
学
校
へ
の
支
援

（
関
連
施
策
）

■
学
力
向
上
を目

的
とし
た
学
校
教
育
活
動
支
援 令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）

36
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

い
じめ
・不
登
校
等
へ
の
対
応
の
た
め
、教

師
に
加
え
て
多
様
な
支
援
スタ
ッフ
が
学
校
の
教
育
活
動
に
参

画
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・指
定
都
市

（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

支
援
ス
タ
ッフ
の
配
置

（
関
連
施
策
）

■
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
活
用
事
業
・ス
クー
ル
ソー
シ
ャル
ワー
カー
活
用
事
業

令
和
５
年
度
予
算
額
（
案
）

82
億
円

１
．
事
業
内
容

ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
や
ス
クー
ル
ソー
シ
ャル
ワー
カー
の
配
置
に
よる
教
育
相
談
体
制
の
整
備
に
要
す
る

経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・指
定
都
市
（

SS
W
の
み
中
核
市
も
対
象
）

３
．
補
助
率

１
／
３

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

（
関
連
施
策
）

事
業
概
要

《
不

登
校

児
童
生
徒

支
援

に
係

る
関

係
機

関
の

連
携

体
制
の

整
備

》

◆
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
の
設
置

教
育
委
員
会
や
フリ
ー
ス
クー
ル
等
の
民
間
団
体
を含

め
た

関
係
機
関
との
連
携
に
より
、関

係
機
関
が
定
期
的
に
不
登

校
児
童
生
徒
の
支
援
の
在
り方

に
つ
い
て
協
議
を行

う協
議

会
等
を設

置
。

◆
関
係
機
関
との
連
携
を
支
援
す
る
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
配
置

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
関
す
る
窓
口
とし
て
、関

係
機
関
間
の
連
絡
調
整
、

支
援
に
関
す
る
学
校
へ
の
指
導
・助
言
等
を実

施
す
る
コー
デ
ィネ
ー
ター
等
を配

置
。

◆
教
職
員
研
修
会
や
保
護
者
学
習
会
等
の
実
施

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
支
援
を推

進
す
る
た
め
、フ
リー
ス
クー
ル
等
の
民
間

団
体
と連

携
す
る
な
どし
て
、教

職
員
向
け
の
研
修
会
や
不
登
校
児
童
生
徒
を抱

え
る
保
護
者

向
け
学
習
会
等
を
実
施
。

《
学

校
内

外
に
お

け
る
多
様

な
不

登
校

児
童

生
徒

の
支
援

の
推

進
》


アウ
トリ
ー
チ
型
支
援
等
の
実
施

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
に
通
うこ
とが
困
難
な
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
して
、き
め
細
か
な
支
援
が

行
き届

くよ
うに
家
庭
訪
問
や
多
様
な
場
を活

用
した
相
談
を行

った
り、
学
習
支
援
等
を行

う
支
援
員
、保

護
者
や
教
職
員
へ
の
助
言
を行

う人
材
を配

置
す
る
広
域
的
な
支
援
体
制
を整

備
。


教
育
支
援
セ
ンタ
ー
等
を中

核
とし
た
支
援
ネ
ット
ワー
クの
整
備

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
多
様
な
相
談
・支
援
体
制
の
強
化

《
不

登
校
特
例

校
の

設
置
促
進
・
充
実
》

◆
不
登
校
特
例
校
の
設
置
準
備
に
関
す
る
支
援
（

20
自
治
体
）

不
登
校
特
例
校
の
設
置
検
討
や
準
備
に
係
る
協
議
会
等
の
設
置
、地

域
住
民
等
に
対
す
る

広
報
や
不
登
校
特
例
校
設
置
の
た
め
の
ニー
ズ
調
査
の
実
施
等
特
例
校
の
設
置
推
進
に
関
す
る

経
費
を措

置
。
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不
登
校
特
例
校
の
設
置
促
進
及
び
教
育
活
動
の
充
実

事
業
内
容

令
和

5年
度
予
算
額
（
案
）

1.
1億

円
（
新
規
）

①
不
登
校
特
例
校
の
設
置
準
備
に
関
す
る
支
援

98
百
万
円

■
不
登
校
特
例
校
の
設
置
検
討
や
準
備
に
係
る
協
議
会
等
の
設
置
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム

設
置
に
係
る
備
品
等
設
置
準
備
に
関
す
る
経
費
を
措
置
。

■
地
域
住
民
等
に
対
す
る
広
報
や
不
登
校
特
例
校
設
立
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

実
施
に
関
す
る
経
費
を措

置
。

※
設
置
後
の
支
援
の
在
り方

は
今
後
検
討

②
不
登
校
特
例
校
の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
委
託

14
百
万
円

■
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
情
に
応
じた
教
育
課
程
及
び
教
育
活
動
の
工
夫
や
学
校
運
営
上
の
取
組
、地

域
との
連
携
等
、不

登
校
特
例
校
の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
を実

施
。

・Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を活

用
した
教
育
活
動
の
効
果
や
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発

・自
宅
に
お
け
る
学
習
活
動
の
把
握
方
法
と評

価
へ
の
反
映
の
在
り方

・不
登
校
児
童
生
徒
の
社
会
的
自
立
を
目
指
した
地
域
との
連
携
の
在
り方

等

【関
連
施
策
】

▶
公
立
学
校
施
設
の
整
備
、私

立
学
校
施
設
・設
備
の
整
備
の
推
進

▶
不
登
校
児
童
生
徒
個
々
の
実
情
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に
係
る教

員
配
置

（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
）

▶
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
、ス
クー
ル
ソー
シ
ャル
ワー
カー
の
配
置

（
公
立
）
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
活
用
事
業
・ス
クー
ル
ソー
シ
ャル
ワー
カー
活
用
事
業

（
私
立
）
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
金
（
特
別
補
助
）

▶
養
護
教
諭
等
の
業
務
支
援
体
制
の
充
実

▶
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・充
実

国
１
／
３
、都

道
府
県
等

２
／
３

都
道
府
県
、政

令
指
定
都
市
、市

区
町
村

実
施
主
体支
援
イ
メ
ー
ジ

プ
レ
イ
ル

ー
ム
等

設
置

経
費

教
育

課
程

検
討

会

補
助
率

支
援

（
設
置
促
進
）

＜
設
置
前
＞

＜
設
置
後
＞

設
置

準
備

委
員

会

教
育

課
程

検
討

会

住
民

ニ
ー
ズ
調

査
・
説

明
会

研
究

協
議

会
・
視

察

広
報

活
動

研
究

協
議

会
・
特

例
校

視
察

教
育

相
談

専
門

ス
タ
ッ
フ

保
護

者
対

応
支

援
ス
タ
ッ
フ

広
報

活
動

不
登
校
特
例
校
を設

置
す
る
都
道
府
県
、政

令
指
定
都
市
、市

町
村
、学

校
法
人

委
託
先

背
景
・課
題

X
－

２
年

X
－

１
年

X
＋

１
年

R
５
か
ら
支
援

各
年
度
、１

自
治
体

50
0万

円
を
上
限
に
補
助

※
令
和
５
年
度
は

20
自
治
体
程
度
を
想
定
（

10
自
治
体

×
2年

分
）

設
置
後
の
支
援
の
在
り方

は
今
後
検
討

○
不
登
校
児
童
生
徒
は
９
年
連
続
増
加
（
令
和
３
年
度
の
小
・中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約

24
万

5千
人
）
して
お
り、
憂
慮
す
べ
き状

況
。

○
平
成

28
年

12
月
に
「義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し、
多
様
な
背
景
を持

つ
不
登
校
児
童
生
徒
の
個
々
に
応
じ
た

教
育
の
機
会
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、特

別
の
教
育
課
程
に
基
づ
く教
育
を行

う学
校
（
不
登
校
特
例
校
）
の
整
備
等
が
求
め
られ
て
い
る
。

○
「経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
22
（
令
和

4年
6月

閣
議
決
定
）
」に
お
い
て
も
「不
登
校
特
例
校
の
全
都
道
府
県
等
で
の
設
置
や
指
導
の
充
実
の
促
進
」を
初
め
て
明
記
。

○
都
道
府
県
等
に
よる
広
域
を対

象
とし
た
不
登
校
特
例
校
（
分
教
室
型
含
む
）
や
夜
間
中
学
との
連
携
等
を通

じた
特
色
の
あ
る
不
登
校
特
例
校
の
設
置
促
進
を図

る
た
め
、自

治
体
に

対
して
、設

置
準
備
に
係
る
支
援
が
必
要
。

X
年

（
設
置
年
度
）

X
＋

２
年
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夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・
充
実

新
設
準
備
２
年
間
：
１
／
３

※
上
限
4
0
0
万
円

開
設
後
３
年
間
：
１
／
３

※
上
限
2
5
0
万
円

夜
間
中
学
を
有
す
る
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
市
町
村

委
託
先

人
件
費
、
諸
謝
金
、
旅
費
、
借
損
料
、
消
耗
品
費
（
図
書
購
入
費
を
含
む
。
）

会
議
費
、
通
信
運
搬
費
、
雑
役
務
費
（
印
刷
製
本
費
を
含
む
。
）
、

消
費
税
相
当
額
、
一
般
管
理
費
、
再
委
託
費

委
託

対
象
経
費

全
国
に
は
義
務
教
育
未
修
了
者
が
少
な
くと
も
約
9
.4
万
人
、
最
終
卒
業
学
校
が
小
学

校
の
者
が
約
8
0
.4
万
人
い
る
ほ
か
、
近
年
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
（
令
和
２
年
度

は
約
2
0
万
人
）
。
さ
ら
に
、
出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
外
国
人
の
数
が
増
加
。

⇒
義
務
教
育
を
実
質
的
に
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
方
に
と
っ
て
、
夜
間
中
学
が
ま
す
ま

す
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

（
参
考
：
夜
間
中
学
の
設
置
状
況
）

令
和
２
年
度
に
１
校
、
令
和
３
年
度
に
２
校
、
令
和
４
年
度
に
４
校
新
設
さ
れ
、

令
和
４
年
４
月
時
点
で
、
全
国
1
5
都
道
府
県
3
4
市
区
に
4
0
校
。

そ
の
う
ち
２
校
は
、
不
登
校
特
例
校
を
併
設
。

背
景

教
育
機
会
確
保
法
等
（
※
１
）
に
基
づ
き
、
義
務
教
育
の
機
会
を
実
質
的
に
保

障
す
る
た
め
、
以
下
を
進
め
る
。

（
※
１
）
平
成
2
8
年
1
2
月
に
「
教
育
機
会
確
保
法
」
が
成
立
。
「
第
３
期
教
育
振
興
基
本

計
画
」、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
2
」
等
で
全
都
道
府
県
・指

定
都
市
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
夜
間
中
学
設
置
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

・
都
道
府
県
、
指
定
都
市
等
に
お
け
る
夜
間
中
学
の
設
置
促
進

・
教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く
協
議
会
の
設
置
・
活
用

・
多
様
な
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

目
的
・
目
標

①
夜
間
中
学
新
設
準
備
・
運
営
支
援
（
補
助
事
業
等
）

6
2
百
万
円

◆
新
設
準
備
・運
営
支
援

夜
間
中
学
新
設
準
備
に
伴
う
協
議
会
等
の
設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
雇
用
、

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
、
広
報
活
動
な
ど
の
設
置
に
向
け
た
準
備
に
係
る
経
費
及
び
開
設

後
の
円
滑
な
運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
最
大
５
年
間
措
置
。

②
夜
間
中
学
に
お
け
る
教
育
活
動
充
実
（
委
託
事
業
）

1
3
百
万
円

夜
間
中
学
に
お
け
る
多
様
な
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
教
育
活
動
を
充
実
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
等
の
在
り
方
を
検
証
。

夜
間
中
学
の
さ
ら
な
る
設
置
促
進

夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

◆
広
報
活
動

教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨
や
基
本
指
針
の
内
容
、
夜
間
中
学
の
活
動
等
を
周
知

す
る
た
め
の
説
明
会
の
開
催
や
夜
間
中
学
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・配
布
等

し
、
国
民
の
理
解
を
増
進
。
（
文
部
科
学
省
直
接
執
行
予
算
）

補
助
割
合

補
助

対
象
経
費

諸
謝
金
（
報
償
費
を
含
む
。
）
、
報
酬
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
、

図
書
購
入
費
、
通
信
運
搬
費
、
借
料
及
び
損
料
、
会
議
費
、
雑
役
務
費
、

備
品
費
、
保
険
料
、
委
託
費

✓
IC
T
の
活
用
等
を
含
め
た
高
齢
者
や
外
国
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

✓
不
登
校
経
験
者
支
援
の
た
め
の
相
談
体
制
の
整
備

✓
他
市
町
村
の
夜
間
中
学
や
域
内
の
昼
間
の
中
学
校
、
近
隣
の
定
時
制
高
校
と
の
連
携

✓
効
果
的
な
学
校
行
事
や
校
外
活
動
等
の
在
り
方

✓
教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く協

議
会
の
設
置
・活

用
な
ど

▶
日
本
語
の
指
導
を
含
む
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
（
帰
国
・外

国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
）

▶
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
くり
の
推
進

▶
外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業

▶
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等
IC
T
を
活
用
し
た
支
援
の
充
実
（
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
）

【関
連
施
策
】

▶
不
登
校
特
例
校
の
設
置
促
進
及
び
教
育
活
動
の
充
実

▶
公
立
学
校
施
設
の
整
備

▶
学
び
や
生
活
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
教
員
配
置

▶
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

令
和
5
年
度
予
算
額
（
案
）

0
.8
億
円

（
前
年
度
予
算
額

0
.8
億
円
）
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緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

令
和
5
年
度
予
算
額
（
案
)

1
5
.7
億
円

（
前
年
度
予
算
額

1
6
.7
億
円
）

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

・
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
た
め
の
支
援
活
動
事
業

公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
等

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

心
の
ケ
ア
・
助
言
・
援
助
等
及
び

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

○
被
災
し
た
児
童
生
徒
等
の
心
の
ケ
ア
や
、
教
職
員
等
へ
の
助
言
・援

助
、
学
校
教
育
活
動
の
復
興
支
援
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
調
整
等

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。

※
平
成
２
３
～
２
７
年
度
は
、
委
託
費
と
し
て
実
施
。
平
成
２
８
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
委
託
費
の
方
式
を
改
め
、
新
た
に
国
庫
補
助
の
事
業
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を

学
校
等
で
活
用
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
児
童
生
徒
等
の
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
取
組
を
中
心
と
し
た
事
業
と
し
て
い
る
。

被
災
地
域
等

児
童
生
徒
等

保
護
者

地
域

関
係
機
関

教
職
員

小
・
中
・
高
等
学
校
等

報
酬
、
期
末
手
当
等

被
災
自
治
体

国
１
０
／
１
０

補
助
割
合

補
助
対
象
経
費

対
象
校
種

実
施
主
体
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８．切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 
 

令和 5 年度予算額（案）   4,114 百万円 

 (前年度予算額        3,467 百万円） 
 
１．要  旨 

障害のある児童生徒等の自立と社会参加の加速化に向け、ＩＣＴの活用等を
含めた取組の充実を図り、障害のある児童生徒等が十分な教育を受けられる環
境を構築する。 

 
２．内  容 

（１）医療的ケアが必要な児童生徒等への支援  
◆医療的ケア看護職員配置〔補助率１／３〕（ 拡 充 ） 

             3,318 百万円（2,611 百万円） 
  学校における医療的ケアの環境整備の充実を図るため、自治体等による医

療的ケア看護職員の配置（校外学習や登下校時の送迎車両への同乗を含む）
を支援する。（３，０００人分 ⇒ ３，７４０人分） 
・実施主体：都道府県、市区町村、学校法人 

・負担割合：国 1/3、都道府県・市区町村・学校法人 2/3 

 
◆学校における医療的ケア実施体制充実事業（ 拡 充 ） 

             37 百万円（ 36 百万円） 

  （１）小・中学校等における医療的ケア児の受入れ・支援体制の在り方に関

する調査研究  
  中学校区に医療的ケアの実施拠点校を設けるなど、地域の小・中学校等

で医療的ケア児を受入れ、支える体制の在り方について研究を実施する。 
・委託先：小・中学校等の設置者である市町村等 

・箇所数：10 箇所 

  （２）安心・安全な医療的ケアの実施に向けた取組の推進  
  医療的ケアの実態に関する調査を実施し、安心・安全な医療的ケアの実

施体制の整備に向けた課題を整理するとともに取組を推進する。 
・委託先：法人格を有する団体 

・箇所数：１箇所 

 

 

（２）ＩＣＴを活用した障害のある児童生徒等への支援 
◆ＩＣＴを活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実 

             127 百万円（128 百万円） 

  （１）文部科学省著作教科書のデジタルデータを活用した指導の実践研究  
  文部科学省著作教科書（特別支援学校用）のデジタルデータについて関

連するアプリなどデジタル教材を開発・活用しつつ、障害の特性に応じた
効果的な指導の在り方について研究を実施する。 

・委託先：教育委員会、大学、民間団体 

・箇所数：５箇所 
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  （２）企業等と連携した ICT 人材育成のための指導の在り方に関する調査研

究  
  企業等と連携して、将来の職業生活において求められる ICT 活用に係る

知識や技能等を習得するために必要な指導方法、教材・コンテンツ等の開
発を行い、効果的な指導の在り方について研究を実施する。 

・委託先：都道府県教育委員会 

・箇所数：２箇所 

  （３）病気療養中等の児童生徒に対するオンデマンド型の授業に係る調査研

究  
  病気療養中等の児童生徒に対するオンデマンド型の授業について、実施

方法や評価方法等に関する調査研究を実施する。 
  ・委託先：教育委員会、民間事業者 

・箇所数：９箇所 

 
◆教科書デジタルデータを活用した拡大教科書、音声教材等普及促進   

   プロジェクト（ 拡 充 ） 

             263 百万円( 241 百万円) 
  発達障害や視覚障害等のある児童生徒が十分な教育を受けられる環境を

整備するため、教科書デジタルデータを活用した音声教材等に関する効率的
な製作方法や高等学校等における拡大教科書の普及促進等について実践的
な調査研究等を実施する。 

・委託先：大学、民間団体等 

・箇所数：８箇所 

 
 

（３）特別支援教育の支援体制等の充実に資する施策 
◆切れ目ない支援体制整備、外部専門家配置〔補助率１／３〕 

             180 百万円（284 百万円） 

  （１）切れ目ない支援体制整備 
  特別な支援が必要な子供が就学前から社会参加まで切れ目なく支援を

受けられるよう体制の整備を行う自治体等のスタートアップを支援する。 
 ▸ 個別の教育支援計画等の活用、連携支援コーディネーター配置 など 

・実施主体：都道府県、市区町村、特別支援学校等を設置する学校法人 

・負担割合：国 1/3、都道府県・市区町村・学校法人 2/3 

  （２）外部専門家配置 
  特別支援教育の充実を図るため、個別の指導計画の作成や実際の指導に

当たって、障害の状態等に応じて必要となる、専門の医師や理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士などの専門家配置を支援する。（３４８人） 

・実施主体：都道府県、市区町村、特別支援学校等を設置する学校法人 

・負担割合：国 1/3、都道府県・市区町村・学校法人 2/3 

 

◆発達障害のある児童生徒等に対する支援事業等（ 拡 充 ） 

             69 百万円（52 百万円） 

  （１）効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業  
  巡回指導を実施する自治体において、通級による指導の対象となってい

る児童生徒にとって効果的かつ効率的な通級による指導の実施に向けた
パイオニアとなる実施校等の創出及びモデル構築を行う。 
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・委託先：都道府県・市区町村教育委員会 

・箇所数：８箇所 

  （２）管理職をはじめとする教員の理解啓発・専門性向上のための体制構築

事業 
  各都道府県等に設置されている教育センター等と連携して特別支援教

育に関する教員育成指標を作成し、管理職も含めた全ての教員が発達障害
を含む特別支援教育を取り組んでいくための体制構築等に関する研究を
行う。 

・委託先：都道府県・指定都市教育委員会 

・箇所数：５箇所   

（３）個別の指導計画等を活用した継続した指導実践創出のための調査研究
事業   

切れ目ない支援のため、個別の指導計画等を活用した進学・進級等にお
ける情報の引継ぎに関する優良な取組実践について事例収集を行う。 

・委託先：民間事業者等 

・箇所数：1 箇所 

 
 ※その他、国立特別支援教育総合研究所において発達障害に係る教員等の

専門性向上に向けた取組を実施する。 
 

◆難聴児の早期支援充実のための連携体制構築事業等 

             20 百万円(20 百万円) 

特別支援学校(聴覚障害)を中核とした、難聴児に対する教育相談等の早期

支援の充実に向けた体制構築に係る実践研究を行う。 

・委託先：都道府県・指定都市教育委員会 

・箇所数：４箇所 

 

※その他、国立特別支援教育総合研究所において小・中学校に在籍する難聴

児への支援の在り方に関する研究を実施する。 
 

上記取組のほか、教科書等の作成や学習指導要領の周知・徹底や、政策的な課
題に係る調査研究等を実施。 

 
 

≪関連施策≫ 
・通級による指導担当教員の基礎定数化による教職員定数の改善を着実に実施 
・特別支援学校の新増築及び既存施設の改築・改修による教室不足解消〔補助率

１／２（原則）〕、バリアフリー対策〔補助率１／２（原則）〕への国庫補助 
 

63



切
れ

⽬
な

い
⽀

援
体

制
構

築
に

向
け

た
特

別
⽀

援
教

育
の

充
実

令
和
5年

度
予
算
額
（
案
）

41
億
円

（
前
年
度
予
算
額

35
億
円
）

障
害
の
あ
る
児
童
⽣
徒
等
の
⾃
⽴
と社

会
参
加
の
加
速
化
に
向
け
、I
CT
の
活
⽤
等
を
含
め
た
取
組
の
充
実
を
図
り、
障
害
の
あ
る
児
童
⽣
徒
等
が
⼗
分
な

教
育
を
受
け
られ
る
環
境
を
構
築
す
る
。

◆
医

療
的

ケ
ア

看
護

職
員

の
配

置
3,

31
8百

万
円

（
2,

61
1百

万
円

）
(拡

充
)

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
児

童
⽣

徒
等

へ
の

⽀
援

◆
学

校
に

お
け

る
医

療
的

ケ
ア

実
施

体
制

充
実

事
業

37
百

万
円

（
36

百
万

円
）

(拡
充

)
①

⼩
・中

学
校

等
に

お
け

る
医

療
的

ケ
ア

児
の

受
⼊

れ
・⽀

援
体

制
の

在
り⽅

に
関

す
る

調
査

研
究

地
域
の
⼩
・中
学
校
等
で
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
⼊
れ
、⽀

え
る
体
制
の
在
り⽅

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
実
施

②
安

⼼
・安

全
な

医
療

的
ケ

ア
の

実
施

に
向

け
た

取
組

の
推

進
医
療
的
ケ
ア
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し、
安
⼼
・安
全
な
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
の
整
備
に
向

け
た
課
題
を
整
理
す
る
とと
も
に
取
組
を
推
進

◆
IC

Tを
活

⽤
した

障
害

の
あ

る
児

童
⽣

徒
等

に
対

す
る

指
導

の
充

実
12

7百
万

円
（

12
8百

万
円

）
①

⽂
部

科
学

省
著

作
教

科
書

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

を
活

⽤
した

指
導

の
実

践
研

究
⽂
部
科
学
省
著
作
教
科
書
（
特
別
⽀
援
学
校
⽤
）
の
デ
ジ
タル
デ
ー
タに
つ
い
て
関
連
す
る
ア
プ
リな
どデ
ジ
タル
教
材
を
開
発
・活
⽤

しつ
つ
、障

害
の
特
性
に
応
じた
効
果
的
な
指
導
の
在
り⽅

に
つ
い
て
研
究
を
実
施

IC
Tを

活
⽤

した
障

害
の

あ
る

児
童

⽣
徒

等
へ

の
⽀

援
◆

教
科

書
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

を
活

⽤
した

拡
⼤

教
科

書
、⾳

声
教

材
等

普
及

促
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト

◆
発

達
障

害
の

あ
る

児
童

⽣
徒

等
に

対
す

る
⽀

援
事

業
等

69
百

万
円

（
52

百
万

円
）

(拡
充

)

特
別

⽀
援

教
育

の
⽀

援
体

制
等

の
充

実
に

資
す

る
施

策

※
そ

の
他

、特
別

⽀
援

教
育

就
学

奨
励

費
、独

⽴
⾏

政
法

⼈
国

⽴
特

別
⽀

援
教

育
総

合
研

究
所

運
営

費
交

付
⾦

等
を

計
上

等

③
病

気
療

養
中

等
の

児
童

⽣
徒

に
対

す
る

オ
ン

デ
マ

ン
ド型

の
授

業
に

係
る

調
査

研
究

（
新

規
）

病
気
療
養
中
等
の
児
童
⽣
徒
に
対
す
る
オ
ンデ
マ
ンド
型
の
授
業
に
つ
い
て
、実

施
⽅
法
や
評
価
⽅
法
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
巡
回
指
導
の
実
施
に
向
け
た
モ
デ
ル

構
築
事
業
等
を
実
施

②
企

業
等

と連
携

した
IC

T⼈
材

育
成

の
た

め
の

指
導

の
在

り⽅
に

関
す

る
調

査
研

究
（

新
規

）
企
業
等
と連

携
して
、将

来
の
職
業
⽣
活
に
お
い
て
求
め
られ
る
IC
T活

⽤
に
係
る
知
識
や
技
能
等
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導

⽅
法
、教

材
・コ
ンテ
ンツ
等
の
開
発
を
⾏
い
、効

果
的
な
指
導
の
在
り⽅

に
つ
い
て
研
究
を
実
施

◆
難

聴
児

の
早

期
⽀

援
充

実
の

た
め

の
連

携
体

制
構

築
事

業
等

20
百

万
円

（
20

百
万

円
）

特
別
⽀
援
学
校
(聴
覚
障
害
)を
中
核
とし
た
、難

聴
児
に
対

す
る
教
育
相
談
等
の
早
期
⽀
援
の
充
実
に
向
け
た
体
制
構
築

の
推
進
等
を
実
施

◆
切

れ
⽬

な
い

⽀
援

体
制

整
備

、外
部

専
⾨

家
の

配
置

18
0百

万
円

（
28

4百
万

円
）

⾃
治
体
等
の
体
制
整
備
の
ス
ター
トア
ップ
、外

部
専
⾨
家

の
配
置
を
⽀
援

医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員
の
配
置
（
校
外
学
習
や
登
下
校
時
の
送
迎
⾞
両
へ
の

同
乗
を
含
む
）
を
⽀
援

3,
00

0⼈
分

⇒
 3

,7
40

⼈
分

（
＋

74
0⼈

）

26
3百

万
円

（
24

1百
万

円
）

(拡
充

)
発
達
障
害
や
視
覚
障
害
等
の
あ
る
児
童
⽣
徒
の
教
育

環
境
整
備
の
た
め
、教

科
書
デ
ジ
タル
デ
ー
タを
活
⽤
した

⾳
声
教
材
等
に
関
す
る
効
率
的
な
製
作
⽅
法
や
⾼
等

学
校
等
に
お
け
る
拡
⼤
教
科
書
の
普
及
促
進
等
の
調
査

研
究
等
を
実
施
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